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はじめに

このたびは、 RFIDシステム 形V680/形V680Sシ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

本書では、 形V680/形V680Sシ リーズを使用する上で必要な機能、 性能、 使用方法などの情報について記載し

ています。

形V680/形V680Sシ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守って く だ さい。

･形V680/形V680Sシ リーズは、 電気の知識を有する専門家が扱って く だ さい。

･使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解の上、 正し く ご使用 く だ さい。

･本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。
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ユーザ
承諾事項(必ずお読み く だ さい)
品概要
部の名称と機能
能

置と接続 ・ 配線
Oイ ン ターフ ェース制御
ラ ブルシューテ ィ ング
録

S63 　 アンテナ
S65 　 アンテナ
1KP52MT 　 RFタグ
形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11 　 RFタグ
形V680-D1KP53M 　 RFタグ
形V680-D1KP54T 　 RFタグ
形V680-D1KP66T/-D1KP66MT 　 RFタグ
形V680-D1KP66T-SP 　 RFタグ
ステム
AM91 　 IDフ ラグセンサ
AM81 　 IDフ ラグセンサ

S51 　 アンテナ
S52 　 アンテナ
S61 　 アンテナ
0-D1KP58HTN 　 RFタグ
0-D2KF52M 　 RFタグ
0-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11 　 RFタグ
0-D8KF67/-D8KF67M 　 RFタグ
0-D8KF68/-D32KF68 　 RFタグ
0S-D2KF67/-D2KF67M 　 RFタグ
0S-D2KF68/-D2KF68M 　 RFタグ
0-D8KF68/-D32KF68 　 RFタグ
0S-D2KF67/-D8KF67M 　 RFタグ
0S-D2KF68/-D8KF68M 　 RFタグ

ーズマニュアル
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はじめに
オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その他の

カ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方法、

利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 機

器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 のa)適合性、 b)動作、 c)第三者の知的財産の非侵害、 d)法令の

遵守およびe)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値の複

合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものではあ り

ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 ｢当社｣は｢

適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と をお

客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計などの安

全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に危険を知ら

せるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、

の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不正ア

クセスによ り、 「当社商品」 、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ン

ピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データ ベースが感染し た と し て も、 そのこ と によ り直接または間接

的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 （ⅰ） アンチウイルス保護、 （ⅱ） データ入出力、 （ⅲ） 紛失データの復元、 （ⅳ） 「当社

商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、（ⅴ） 「当社商品」

に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用途で

の使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に

対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっ ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途

の場合や特別の合意がある場合は除きます。

a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇降

設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転システム、 決済

システムほか権利 ・ 財産を取扱う 用途など）

c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を被る

設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記のa)からd)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 向けで

はあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さ い。 自動車搭載用商品については当社営業担

当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施し ます。

a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

b) 「利用条件等」 から外れたご利用

c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本お

よび関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 「当社商品」 または

技術資料をご提供できない場合があ り ます。
3
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形V680-HAM91/-HAM81、 形V680シ リーズアンテナ、 形V680/形V680Sシ リーズRFタグ

を安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示し ています。 こ こ で示し た注意事項

は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず守って く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は使用でき ませ

ん。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守って く だ さい。

1. 引火性、 爆発性、 腐食性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

2. 分解、 修理、 改造を し ないで く だ さい。

3. ケーブルにはロ ッ ク機構があ り ますので、 必ずロ ッ ク し ている こ と を確認し てから ご使用 く だ さい。

4. DC電源ユニ ッ ト は、 定格の電源電圧(DC24V +10% -15%)内である こ と を確認し てご使用 く だ さい。

5. 電源の逆接続はし ないで く だ さい。

6. ケースの隙間から水や針金を入れないで く だ さい。 火災や感電の原因と な り ます。

7. 通風スペースを十分にと っ て く だ さい。

8. 発熱量の高い機器( ヒーター、 ト ラ ンス、 大容量の抵抗)の近 く に取り付ける こ とは避けて く だ さい。

9. アンテナを着脱する際は、 本製品の電源を切っ てから行なっ て く だ さい。

10. 万一、 製品に異常を感じ た時には、 すぐに使用を中止し、 電源を切った上で、 当社支店 ・ 営業所までご相

談 く だ さい。

11. 本製品を廃棄する際は、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

12. 清掃時、 シンナー、 ベンゼン、 アセ ト ン、 灯油は、 樹脂部材やケース塗装に悪影響を与える場合があ り ま

す。第7章 「付録」 の 「アンテナ とRFタグの耐薬品性」 を参照し、影響のある薬品は使用し ないで く だ さい。

13. 複数のアンテナを隣接接地される場合、 相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ますので、 第7章

「付録」 の 「参考データ」 の 「アンテナの相互干渉(参考)」 を参照し、 アンテナ間の相互干渉がないこ と を

確認し て く だ さい。

14. 本体を外す際は取り付けフ ッ クに工具を掛けてゆっ く り取り外し て く だ さい。

15. 誤配線や負荷短絡させないで く だ さい。 破裂し た り焼損する恐れがあ り ます。

16. 油環境では使用し ないで く だ さい。

17. 電波の医療機器への影響に関し て注意し て く だ さい。

(社)日本自動認識システム協会のガイ ド ラ イ ンを下記に示し ます。

本製品は電波を使用し たRFID機器のリーダ/ラ イ タ です。 そのため使用する用途 ・ 場所によ っ ては、 医
療機器に影響を与える恐れがあ り ます。

この影響を少な く する為に、 運用に際し て以下のこ と を厳守される こ と をお願いし ます。

植え込み型心臓ペース メ ーカー等装着者のRFID機器に対する対応策を以下のとお り と し ます。

①RFID機器のアンテナ部を植え込み型心臓ペース メーカー等の装着部位から22cm以内に近づけないこ と。

18. AC電源では絶対に使用し ないで く だ さい。

安全上の要点
5
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製品の動作不良、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

1. 設置場所および保管場所について
次のよ う な場所では使用および保管し ないで く だ さい。

･腐食性ガス、 塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･周囲温度、 周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

2. 取付けについて
･本製品は13.56MHzの周波数帯を使用し てRF タグ と交信を行っ ています。 ト ラ ンシーバ、 モータ、 イ

ンバータ、 スイ ッ チング電源などの中にはRF タグとの交信に影響を与える電波( ノ イズ) を発生する

ものがあ り ます。 これらの機器が周囲にある こ と でRF タグ との交信に影響を与えた り、 RF タグの破

壊等の原因になる場合があ り ます。これらの機器の近 く で本製品をご使用になる場合には事前に影響

を確認の上、 ご使用いただ く よ う にお願いいた し ます。

･一般的な ノ イズの影響を最小限とするため、 以下の事項を守ってご使用 く だ さい。

(1)本製品の接地端子および周辺に配置された金属体はD種接地(第三種接地)し て く だ さい。

(2)配線は高圧、 強電流との接近を避けて く だ さい。

･ケーブル部は強 く 引っ張ら ないで く だ さい。

･防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。

･製品の材質に影響のある薬品は避けて く だ さい。

･出荷時には、 CN2にダス ト カバーを取り付けています。 CN2は、 RF タグへの書込み/ア ド レスシ フ ト

機能/ ノ イズチ ェ ッ ク機能を使用し ない場合は接続は不要です。 ダス ト カバーを取り付けたままご使

用 く だ さい。

･取付け場所の周囲部材の影響によ り交信距離が低下する場合があ り ます。

･表裏を間違っ て金属に取付ける と交信できません。

形V680-D1KP66MT

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68M

形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68M

･金属に取付けない場合、 交信距離が低下し ます。

形V680-D1KP66MT

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68M

形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68M

･アンテナの面と RF タ グの面が平行になった時に最大の交信距離が得られます。 RF タグが傾けて取付

けられた場合は交信距離が低下し ます。 RF タグの取付けにおいては、 RF タグの傾きの影響を考慮し

て取付けて く だ さい。

･複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 取付け間隔を確保し て く だ さい。

･アンテナとRFタグの中心軸がずれる と交信距離が低下し ます。 軸ずれを考慮し て取付けて く だ さい。

･稀に火傷する恐れがあ り ますので、 高温での使用直後は触ら ないで く だ さい。

使用上の注意
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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3. 上位機器の制御について
本製品の起動中は、 入出力の状態が不定と なる可能性があ り ます。 本製品への電源投入後は、 1秒以上

経過し てから制御し て く だ さい。

4. 高温での使用について (形V680-D1KP58HTN)
･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRFタグを使用する場合、 RFタグにデータ を書き込ん

でから、 使用累積時間10時間を超える と RF タグの内部データ消える恐れがあ り ます。 使用累積時間

が10時間を越える前に必ず、 データ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･使用周囲温度85℃以上での高温環境下では、 アンテナとRFタグ間での交信不良が発生する恐れがあ り

ます。 アンテナとRFタグ間の交信は使用周囲温度85℃以上での高温環境下では行わないで く だ さい。

･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRFタグを使用する とUID(RFタグ固有の識別番号)が消

える恐れがあ り ます。125℃を超える高温環境下ではUIDを使用する コ マン ドは使用し ないで く だ さい。

高温での使用についての詳細は、 第7章 「付録」 の 「商品仕様」 の 「高温での使用について(形V680-D1KP58HTN)」 を

参照し て く だ さい。

p.102
7
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記号の意味

操作をする上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その機能について特に大切なポイ ン ト がま とめられて

います。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と、 難しい用語の解説などを示し ています。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
特長

RFIDシステム形V680は、 国際標準規格ISO/IEC18000-3(ISO/IEC15693)に準拠し た13.56MHz帯電磁誘導方式の

RFID システムです。 ID フ ラグセンサ形V680-HAM91/形V680-HAM81 と形V680シ リーズのアンテナを接続し、

RF タグのデータ を非接触で読出し ・ 書込みする こ とができます。 ID フ ラグセンサは、 プログラマブルコ ン ト

ローラの基本I/Oユニ ッ ト と接続し て制御する こ とができ、 生産現場における品質 ・ 工程管理などの情報管理

にご利用いただけます。

■ I/Oによる制御でセンサ感覚ですぐ使える
形V680-HAM91/形V680-HAM81は、 本体のモー ド スイ ッ チを設定するだけで簡単に動作を開始し、 読

出し結果をI/Oイ ン ターフ ェ ースで出力するセンサ感覚ですぐに使えるRFIDシステムです。

■ 高度なラ イ ン管理が可能
RFタグ とのデータのアクセスは、 16bits単位で約64,000通りの識別が可能です。 さ らに、 ア ド レスシ フ

ト 機能をご使用いただ く こ と によ り最大128bitsまでアクセス可能と な り、 よ り高度のラ イ ン構築が可

能です。

■ 国際規格のISO/IEC18000-3(ISO/IEC15693)に準拠
国際標準規格に準拠で、 世界の主要な国への輸出および使用が可能です。

■ RFタグはEEPROMタ イプ とFRAMタ イ プに対応
RFタグのメ モ リ には、最大180℃(30分/200サイ クル)の耐熱性のある メ モ リ容量1,000バイ ト のEEPROM

タ イプ と、 メ モ リ容量が、 2k、 8k、 32kバイ ト でアクセス回数と し て100億回可能な大容量、 長寿命の

FRAMタ イプを ラ イ ンア ッ プ。さ まざまな現場でのご利用方法に合わせてお使いいただ く こ とができま

す。

■ 従来のRFIDシステムからのスムーズな置き換え
従来機種の形V600シ リーズの機能をすべてサポー ト し ていますので、 既存システムの資産をご利用い

ただ く こ とができます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
システム構成

IDフ ラグセンサは、 プログラマブルコ ン ト ローラや省配線機器とI/O接続し てご使用いただけます。 IDフ ラグ

センサとの接続は、 専用のイ ン ターフ ェ ースケーブルによ り、 コネク タ接続が可能です。 アンテナとRFタグ

は、 形V680シ リーズの各タ イプが使用できます。

形V680-D1KP52MT、 形V680-D1KP53Mおよび形V680-D2KF52M を金属に埋め込んでご使用される場合は、 アンテナ形

V680-HS51/-HS52/-HS61をご使用 く だ さい。 アンテナ形V680-HS63との組合せでは、 交信できません。

形V680S-D8K67/-D8K67M/-D8K68/-D8K68Mを使用する場合、 2014年10月以後のIDフ ラグセンサをご使用 く だ さい。

形V680-A60 2m
5m

10m

<上位機器>

<イ ン ターフ ェ ースケーブル> 端子台配線

コネク タ接続
<IDフ ラグセンサ>

<アンテナ>

形V680-HS52-R
形V680-HS52-W

形V680-HS63-R
形V680-HS63-W

形V680-HS65-R
形V680-HS65-W

コネク タ接続

形V680-D1KP52MT
形V680-D2KF52M

形V680-D1KP54T
形V680-D1KP66T
形V680-D1KP66MT
形V680-D1KP66T-SP
形V680-D8KF67
形V680-D8KF67M
形V680S-D2KF67
形V680S-D2KF67M
形V680S-D8KF67
形V680S-D8KF67M

空間伝送(交信)

形V680-D8KF68
形V680-D32KF68
形V680S-D2KF68
形V680S-D2KF68M
形V680S-D8KF68
形V680S-D8KF68M

<RFタグ>

プログラ マブルコ ン ト ローラ、

リ ン ク ター ミ ナル形B7A、

I/Oリ レーター ミ ナルなど

形V680-HS51

形V680-HAM81
形V680-HAM91

センサコ ン ト ローラ

形V680-D1KP53M形V680-D1KP52M-BT01
形V680-D1KP52M-BT11
形V680-D2KF52M-BT01
形V680-D2KF52M-BT11

形V680-D1KP58HTN

形V680-HS61
13
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アンテナ 23
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第2章
各部の名称と機能
IDフ ラグセンサ

■ I/O接続コネク タ ： CN2
IDフ ラグセンサへの入力信号を接続し ます。
※専用イ ン ターフ ェースケーブルにて接続し て く だ さい。

■ モー ド設定スイ ッ チ
IDフ ラグセンサのモー ド 設定スイ ッ チ

■ I/O接続コネク タ ： CN1
DC24V、 INHIBIT/TRIG入力信号、 IDフ ラグセンサの出力信号を接続し ます。
DC24V推奨電源 ： 形S8VS-03024(オムロン製)
※専用イ ン ターフ ェースケーブルにて接続し て く だ さい。

■ 動作表示用LED
RUN ： IDフ ラグセンサの状態表示(緑色)
T/R ： RFタグとの交信中の状態表示(黄色)
NORMAL/ERROR ： IDフ ラグセンサの実行結果表示(緑色/赤色)
READ/WRITE ： リー ド/ラ イ ト 処理の状態表示(緑色/黄色)
VERIFY OK/NG ： ベ リ フ ァ イ リー ドの実行結果表示(緑色/赤色)

■ データ表示用LED
データ表示(緑色)
エ ラーコー ド表示(赤色)
ノ イズレベル(緑色)

･アクセスモー ド設定 ： 交信動作モー ド を設定し ます。

･出力モー ド設定 ： 出力方法および出力時間の設定し ます。

･リー ド モー ド設定 ： リー ドのモー ド を設定し ます。

･ラ イ ト モー ド設定 ： ラ イ ト のモー ド を設定し ます。

■ アンテナ接続コネク タ
形V680シ リーズのアンテナを接続し ます。

■ ア クセスア ド レス設定スイ ッ チ
RFタグへのア クセスア ド レスの設定スイ ッ チ

設定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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各部の名称と機能
■ 動作表示用LED

■ データ表示用LED

 RUN

IDフ ラグセンサの状態を表示し ます。

 T/R

RFタグ との交信状態を表示し ます。

 NORMAL/ERROR

IDフ ラグセンサの処理の実行結果を表示し ます。

 READ/WRITE

リー ド も し く はラ イ ト の動作状態を表示し ます。

 VERIFY OK/NG

ベ リ フ ァ イ リー ドの実行結果を表示し ます。

状態 意味

緑点灯 正常状態

消灯 電源供給な し、 も し く は致命的故障

状態 意味

黄点灯 RFタグ交信動作実行中、 ノ イズ測定実行中

消灯 待機状態

状態 意味

緑点灯 正常終了

赤点灯 異常終了

消灯 待機状態

状態 意味

緑点灯 リー ド を実行

黄点灯 ラ イ ト を実行

消灯 待機状態、 も し く はノ イズチ ェ ッ ク を実行

状態 意味

緑点灯 ベ リ フ ァ イ一致終了

赤点灯 ベ リ フ ァ イ不一致終了

消灯 待機状態

正常終了時は、 リー ド も し く はラ イ ト のデータ、 またはノ イズチ ェ ッ クのレベルデータ を16ビ ッ ト で

表示し ます。 異常終了時は、 発生し た異常を表示し ます。

状態 意味

緑点灯 データ表示(リー ド、 ラ イ ト データ、 ノ イズレベルデータ)

赤点滅/点灯 エラー表示

消灯 待機状態
17
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■ I/O接続コネク タ ： CN1
DC24V、 INHIBIT/TRIG入力信号、 IDフ ラグセンサの出力信号を接続し ます。

IDフ ラグセンサ側コネク タ を嵌合部から見た図です。

1

2

25

26
I/O接続コネク タ ： CN1

三角マーク

MIL-C-83503)準拠コネク タ(使用コネク タ ： 型式XG4A-2639-A、 オムロン製)

ピンNo. 名称
ケーブル色

※1. 内容 I/O

1 FG FG線 FG接地端子 FG

2 未使用 － － －

3 未使用 － － －

4 NOISE_OUT 灰/赤 ノ イズチ ェ ッ ク中“ON” 出力

5 0V 青 DC24V電源GNDラ イ ン 電源

6 DC24V 茶 DC24V電源入力ラ イ ン 電源

7 PARITY 灰/白 パリ テ ィ チ ェ ッ ク出力(偶数時“OFF”、 奇数時“ON”) 出力

8 INHIBIT/TRIG 赤 イ ン ヒ ビ ッ ト 入力(オー ト モー ド1/2/3)
ト リ ガ入力( ト リ ガモー ド1/2/3)

入力

9 NORMAL/STRB 若葉 リ ー ド 正常終了出力(リー ド モー ド)
ベ リ フ ァ イ結果出力中出力(ベ リ フ ァ イモー ド )
ラ イ ト 正常終了出力(ラ イ ト モー ド)
ス ト ローブ出力(READ MODEがDATA READ2時)

出力

10 ERR 紫 エラー出力(OFFア ク テ ィ ブ)※2. 出力

11 OD9 白/赤 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 10 出力

12 OD8 白/黒 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 9 出力

13 OD11 白/黄 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 12 出力

14 OD10 白/緑 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 11 出力

15 OD13 白/青 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 14 出力

16 OD12 白/茶 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 13 出力

17 OD15 灰/黒 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 16 出力

18 OD14 白/橙 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 15 出力

19 OD1 黄 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 2 出力

20 OD0 緑 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 1
一致出力(ベ リ フ ァ イモー ド時)

出力

21 OD3 黒 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 4 出力

22 OD2 白 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 3 出力

23 OD5 橙 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 6 出力

24 OD4 灰 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 5 出力

25 OD7 桃 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 8
不一致出力(ベ リ フ ァ イモー ド 時)

出力

26 OD6 空 リ ー ド データ出力ビ ッ ト 7 出力

※1. 専用イ ン ターフ ェースケーブル ： 形V680-A60(別売)のケーブル線色です。

※2. エ ラー出力はOFFア クテ ィ ブです。 電源ONと同時にONし ます。 電源投入後の起動チ ェ ッ クにご使用いただけます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 2

 章
ID

フ
ラ

グ
セ

ン
サ

第2章
各部の名称と機能
■ I/O接続コネク タ ： CN2

RFタグへの書き込み、 ア ド レスシフ ト 機能/ノ イズチ ェ ッ ク機能を使用し ない場合には、 本コネク タへの接続は不要で

す。 CN2に付属のダス ト カバーを付けたままご使用 く だ さい。

IDフ ラグセンサ側コネク タ を嵌合部から見た図です。

1

2

25

26
I/O接続コネク タ ： CN2

三角マーク

MIL-C-83503)準拠コネク タ(使用コネク タ ： 型式XG4A-2639-A、 オムロン製)

ピンNo. 名称 ケーブル色※ 内容 I/O

1 FG FG線 FG接地端子 FG

2 未使用 － －

3 未使用 － －

4 未使用 灰/赤 －

5 R/W 青 リ ー ド /ラ イ ト モー ド 切替入力(リー ド モー ド ： OFF、 ラ イ ト モー ド ： ON) 入力

6 NOISE_IN/WRITE 

PROTECT

茶 ノ イズチ ェ ッ クモー ド設定入力(ノ イズチ ェ ッ ク有効 ： ON ； リー ド モー ド 時)

ラ イ ト プロテ ク ト 有効/無効入力(有効 ： OFF、　 無効 ： ON ； ラ イ ト モー ド時)

入力

7 ADR2 灰/白 ア ド レスシ フ ト 入力ビ ッ ト 2 入力

8 未使用 赤 － －

9 ADR0 若葉 ア ド レスシ フ ト 入力ビ ッ ト 0 入力

10 ADR1 紫 ア ド レスシ フ ト 入力ビ ッ ト 1 入力

11 ID9 白/赤 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 10(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 10(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

12 ID8 白/黒 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 9(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 9(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

13 ID11 白/黄 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 12(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 12(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

14 ID10 白/緑 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 11(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 11(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

15 ID13 白/青 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 14(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 14(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

16 ID12 白/茶 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 13ラ イ ト モー ド)

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 13(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

17 ID15 灰/黒 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 16(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 16(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

18 ID14 白/橙 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 15(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 15(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

19 ID1 黄 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 2(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 2(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

20 ID0 緑 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 1(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 1ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド )

入力

21 ID3 黒 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 4(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 4(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

22 ID2 白 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 3(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 3(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

23 ID5 橙 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 6ラ イ ト モー ド)

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 6(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

24 ID4 灰 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 5(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 5(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

25 ID7 桃 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 8(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 8(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

26 ID6 空 ラ イ ト データ入力ビ ッ ト 7(ラ イ ト モー ド )

ベ リ フ ァ イデータ入力ビ ッ ト 7(ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド)

入力

※ 専用イ ン ターフ ェ ースケーブル ： 形V680-A60(別売)の線心のケーブル線色です。

INHIBIT/TRIG以外の入力信号を接続し ます。
19
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■ モー ド設定スイ ッ チ

 アクセスモー ド設定

RFタグ との交信動作モー ド を設定し ます。

出力モー ド設定

出力モー ド および出力時間を設定し ます。

注1. ト リ ガモー ド1は、 出力モー ド設定での設定項目の値に関係な く 動作するモー ド です。 出力モー ド設定は、 “0”～“9”のいずれかに設

定し て く だ さい。

モー ド設定スイ ッ チは、 電源立ち上げ時のみ取り込みを実行し ます。

そのために、 通電中の設定変更はできません。 再設定を行う場合は一度電源を切ってから再設定し て く だ さい。

No. 名称 内容 参考

0 SYNC1 ト リ ガモード1 ： ト リ ガ入力によ りRFタグとの交信を開始し ます。 p.62

1 AUTO1 オー ト モード1 ： 電源起動後、 RFタグがアンテナの交信領域に入ったと き、 自動的にRFタグと交信を開始し ま

す。
p.66

2 SYNC2 ト リ ガモード2 ： 従来機種の形V600シ リーズ(形V600-HAR91/-HAR81/-HAM91/-HAM81)の互換モード です。 p.220

3 AUTO2 オー ト モード2 ： 従来機種の形V600シ リーズ(形V600-HAR91/-HAR81/-HAM91/-HAM81)の互換モード です。 p.223

4 SYNC3 ト リ ガモード3 ： 従来機種の形V600シ リーズ(形V600-HAR92)の互換モード です。 p.226

5 AUTO3 オー ト モード3 ： 従来機種の形V600シ リーズ(形V600-HAR92)の互換モード です。 p.228

6 NOISE CHECK ノ イズ測定モード ： 環境ノ イズを測定する メ ンテナンスモー ド です。 p.69

7 - 設定禁止

(設定異常と な り ます。 )8

設定スイ ッ チの設定位置は以下の図を参照し て く だ さい。

切欠き

例) “1”を設定する場合

No. 名称 内容 ア クセスモー ド設定との組合わせ

0 10msec OFFDELAY 10msecオフデ ィ レー オー ト モー ド1/オー ト モー ド3/ ト リ ガモー ド3

※アクセスモー ド設定が上記以外の場合は、 設定異常と な り ます。1 50msec OFFDELAY 50msecオフデ ィ レー

2 500msec OFFDELAY 500msecオフデ ィ レー

3 10msec 10msec固定出力 オー ト モー ド2/ ト リ ガモー ド2

※アクセスモー ド設定が上記以外の場合は、 設定異常と な り ます。4 50msec 50msec固定出力

5 CONTINUOUS 継続出力

6 - 設定禁止 ： ト リ ガモー ド1以外(注1.)

(設定異常と な り ます。 )7

8

9

設定スイ ッ チの設定位置は以下の図を参照し て く だ さい。

切欠き

例) “1”を設定する場合
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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 リー ド モー ド設定

リー ドの動作モー ド を設定し ます。

 ラ イ ト モー ド設定

ラ イ ト の動作モー ド を設定し ます。

モー ド設定スイ ッ チは、 電源立ち上げ時のみ取り込みを実行し ます。

そのために、 通電中の設定変更はできません。 再設定を行う場合は一度電源を切ってから再設定し て く だ さい。

No. 名称 内容 参考

0 DATA READ1 リー ド データ を出力し ます。

1 DATA READ2 省配線リー ド モー ド と し て リー ド データ を出力し ます。 p.32

2 VERIFY 外部入力と リー ド データ を比較し、 一致/不一致を出力し ます。 p.31

3 - 設定禁止

(設定異常と な り ます。 )4

5

6

7

8

9

設定スイ ッ チの設定位置は以下の図を参照し て く だ さい。

切欠き

例) “1”を設定する場合

No. 名称 内容

0 2bytes WRITE 外部データ入力(ID0～ID15)に入力された2バイ ト (16bits)分のデータ をRFタグに書き込みます。

1 BIT SET 外部データ入力(ID0～ID15)でONされたビ ッ ト のみセ ッ ト (“1”を立てる)にし ます。

他のビ ッ ト は変更されません。

2 BIT CLEAR 外部データ入力(ID0～ID15)でONされたビ ッ ト のみク リ ア(“0”にする)し ます。

他のビ ッ ト は変更されません。

3 1byte WRITE 外部データ入力(ID0～ID7)に入力された1バイ ト (8bits)分のデータ をRFタグに書き込みます。 ※

外部データ入力(ID8～ID15)の入力は無視されます。

4 - 設定禁止

(設定異常と な り ます。 )5

6

7

8

9

※ 従来機種の形V600-HAM91/-HAM81の1バイ ト (8ビ ッ ト )単位の書き込みを互換するための機能です。

設定スイ ッ チの設定位置は以下の図を参照し て く だ さい。

切欠き

例) “1”を設定する場合
21
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 アクセスア ド レス設定スイ ッ チ
ア クセスするRFタグのメ モ リのア ド レスを設定し ます。

ア クセスア ド レス設定スイ ッ チは、 電源立ち上げ時のみ取り込みを実行し ます。

そのために、 通電中の設定変更はできません。 再設定を行う場合は一度電源を切ってから再設定し て く だ さい。

■ アンテナ接続コネク タ
形V680シ リーズのアンテナ(対象は本マニュアル記載のアンテナ)を接続し ます。

項目 内容

設定方法 4桁の16進数と し てRFタグのメ モ リのア ド レスを指定し ます。

RFタグのメ モ リのア ド レス“01A3Hex”を指定する場合

設定範囲 “0000Hex”～“FFFFHex” 注.

工場出荷時の設定 ： “0000Hex”

注. 16ビ ッ ト リー ド ラ イ ト で“FFFFHex”を指定し た場合は、 上位8ビ ッ ト は読み出

し ません。 すべて“OFF”出力と な り ます。

“0”

“1”

“A”

“3”

設定ス イ ッ チの設定位置は以下の図を

参照し て く だ さ い。

切欠き

例) “B”を設定する場合

2

1 ピンNo. 名称 内容 I/O

1 S 信号ラ イ ン －

2 GND アナロググラ ン ド －
RFID システム
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アンテナ

No. 名称 内容

1 動作表示灯 発振時に点灯し ます。

2 交信面 RFタグに向けて取り付けます。

3 フ ェ ラ イ ト コア 外部ノ イズを減衰させます。

4 コネク タ リーダラ イ タ と接続し ます。

②交信面

④コネク タ

③フ ェ ラ イ ト コ ア

①動作表示灯

①動作表示灯

①動作表示灯②交信面

②交信面

②交信面

③フ ェ ラ イ ト コ ア

③フ ェ ラ イ ト コ ア

③フ ェ ラ イ ト コ ア

④コネク タ

④コネク タ

④コネク タ

■ 形V680-HS51

■ 形V680-HS52

■ 形V680-HS63

■ 形V680-HS65

■ 形V680-HS61 ②交信面 ③フ ェ ラ イ ト コ ア

④コネク タ
23
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RFタグ

アンテナと交信し、 内部のメ モ リ にデータ を読み書きできます。

印刷面が交信面と な り ます。 交信面をアンテナに向けて取り付けて く だ さい。

■ 形V680-D1KP52MT/-D2KF52M

■ 形V680-D1KP66T/-D1KP66MT

■ 形V680-D1KP58HTN

■ 形V680-D1KP66T-SP

■ 形V680-D1KP53M

■ 形V680-D1KP52M-BT01/-D2KF52M-BT01

■ 形V680-D1KP52M-BT11/-D2KF52M-BT11

■ 形V680-D1KP54T
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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アンテナと交信し、 内部のメ モ リ にデータ を読み書きできます。

印刷面が交信面と な り ます。 交信面をアンテナに向けて取り付けて く だ さい。

■ 形V680-D8KF67/-D8KF67M

■ 形V680S-D2KF67/-D2KF67M

■ 形V680-D8KF68/-D32KF68

■ 形V680S-D2KF68/-D2KF68M

■ 形V680S-D8KF67/-D8KF67M

■ 形V680S-D8KF68/-D8KF68M
25
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MEMO
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交信動作モー ド機能

IDフ ラグセンサは、 電源投入の起動時にモー ド 設定スイ ッ チで設定されたモー ド を読出し、 動作し ます。

アクセスモー ド設定スイ ッ チで、RFタグとの交信動作モー ドの設定も し く はノ イズ測定モー ド を設定し ます。

交信動作モー ド には、 RF タグ との交信終了の結果出力の方式と し て異なる 3つのモー ド ( モー ド 1、 モー ド 2、

モー ド3)があ り ます。 さ らに、各モー ド には、RFタグ との交信開始タ イ ミ ングを規定する ト リ ガモー ド と オー

ト モー ドの2つがあ り ます。 モー ド2、 モー ド3は、 従来機種の形V600シ リーズの機能互換モー ド です。

形V600シ リーズ互換モー ドは、 標準モー ド でサポー ト されている機能が使えないものがあ り ます。

詳細は、 第7章 「付録」 の 「形V600シ リーズ互換モー ド について」 を参照し て く だ さい。

p.218

ト リ ガモー ド
ワーク、 または、 パレ ッ ト に取り付けられたRF タ グがアンテナの交信領域内にある こ と を、 センサ、

または、 スイ ッ チで検出し、 PLCから本IDフ ラグセンサに制御信号( ト リ ガ信号)を出力し ます。 その信

号によ り、 本IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し、 PLCへ結果を出力し ます

RFタグのデータ読み出し だけを行う場合は、イ ン ターフ ェースケーブル1本(I/O接続コネク タ ：CN1側)のみ使用し ます。

ただ し、 ア ド レスシ フ ト 機能/ノ イズチ ェ ッ ク機能は使用できません。

交信終了タ イ ミ ング 交信開始タ イ ミ ング アクセスモー ド設定スイ ッ チ モー ド概要

モー ド1 ト リ ガモー ド1 0 ： SYNC1 標準モー ド

オー ト モー ド1 1 ： AUTO1

モー ド2 ト リ ガモー ド2 2 ： SYNC2 従来機 形V600-HAR91/81、 HAM91/81互換モー ド

オー ト モー ド2 3 ： AUTO2

モー ド3 ト リ ガモー ド3 4 ： SYNC3 従来機 形V600-HAR92互換モー ド

オー ト モー ド3 5 ： AUTO3

PLC

センサ、 スイ ッ チなど

IDフ ラグセンサ
形V680-HAM91/-HAM81

パレ ッ ト など
形V680 シ リ ーズ
アンテナ

形V680シ リーズRFタグ
イ ン ターフ ェ ースケーブル
形V680-A60
RFID システム
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オー ト モー ド
ワーク、 または、 パレ ッ ト に取り付けられたRFタグがアンテナの交信領域内に入っ て く る と、 自動的

にRFタグとの交信を開始し、 PLCへ結果を出力し ます。

RFタグのデータ読み出し だけを行う場合は、イ ン ターフ ェースケーブル1本(I/O接続コネク タ ：CN1側)のみ使用し ます。

ただ し、 ア ド レスシ フ ト 機能/ノ イズチ ェ ッ ク機能/パリ テ ィ チ ェ ッ ク機能は使用できません。

ノ イズ測定モー ド
RFタグ との交信に影響のある“ノ イズ”が、 設置されたアンテナの周囲に存在し ないか確認する こ とが

できます。

ID フ ラグセンサのア クセスモー ド スイ ッ チを本モー ド に合わせて電源投入する と アンテナ周囲の ノ イ

ズを測定し、 LEDと外部出力に ノ イズ測定結果を表示 ・ 出力し ます。

ノ イズ測定は、 交信動作モー ド による設定以外に、 ト リ ガモー ド1、 AUTOモー ド1設定時に外部入力“NOISE_IN”をONす

る こ と で実行可能です。 詳細は､第5章 「I/Oイ ン ターフ ェース制御」 の 「 ト リ ガモー ド1( ノ イズチ ェ ッ ク)」 を参照し て

く だ さい。

p.69

PLC

IDフ ラグセンサ
形V680-HAM91/-HAM81

パレ ッ ト など

形V680 シ リ ーズ
アンテナ

形V680シ リーズRFタグ

イ ン ターフ ェ ースケーブル
形V680-A60
29
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オプシ ョ ン機能

IDフ ラグセンサでは、 モー ド 設定スイ ッ チ(出力モー ド設定、 リー ド モー ド 設定、 ラ イ ト モー ド設定)および外

部入力の指定によ り、 以下のオプシ ョ ン機能をご使用いただけます。

出力時間

･出力時間の設定は、 交信動作モー ド毎に下表のとお り選択 ・ 設定する こ とができます。

(表に記載された以外の設定は設定異常と な り ます。 )

出力タ イ ミ ングの詳細は、 第5章 「I/Oイ ン ターフ ェース制御」 の 「タ イ ミ ングチャー ト 例」 (形V600シ リ ーズ互換モー

ド をお使いの場合は、 第7章 　 「付録」 「形V600シ リーズ互換モー ド について」 を参照し て く だ さい。

p.62、 p.218

機能 説明

出力時間 出力モー ド設定“OUTPUT MODE”によ り設定し ます。

ベリ フ ァ イチ ェ ッ ク機能 リー ド モー ド設定“READ MODE”を“VERIFY”に設定し ます。

省配線機能 リー ド モー ド設定“READ MODE”を“DATA READ2”に設定し ます。

ラ イ ト モー ド ラ イ ト モー ド設定“WRITE”によ り設定し ます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能 外部入力“WRITE_PROTECT”によ り指定し ます。

ア ド レスシ フ ト 機能 外部入力“ADR0～ADR2”によ り指定し ます。

ノ イズチ ェ ッ ク機能 外部入力“NOISE_IN”によ り指定し ます。

交信動作モー ド 出力方法指定 出力モー ド設定スイ ッ チの時間設定と設定範囲

標準モー ド ト リ ガモー ド1 指定不要※1 “6”～“9”は設定異常と な り ます。

オー ト モー ド1 オフデ ィ レー方式 10msec(“0”)/50msec(“1”)/500msec(“2”) 　 OFFDELAY

形V600互換モー ド ト リ ガモー ド2 固定時間方式 10msec(“3”)/50msec(“4”)/CONTINUOUS(“5”)※2

オー ト モー ド2 固定時間方式 10msec(“3”)/50msec(“4”)/CONTINUOUS(“5”)※2

ト リ ガモー ド3 オフデ ィ レー方式 10msec(“0”)/50msec(“1”)/500msec(“2”) 　 OFFDELAY

オー ト モー ド3 オフデ ィ レー方式 10msec(“0”)/50msec(“1”)/500msec(“2”) 　 OFFDELAY

※1. ト リ ガモー ド1では、 ト リ ガ入力が“OFF”になるまで出力を継続し ます。

※2. 固定時間方式で出力時間をCONTINUOUSに設定し た場合は、 INHIBIT/TRIG入力による解除まで出力を継続し ます。

正常終了出力(NORMAL/STRB)、 エラー終了出力(ERR)、 データ出力(OD0～OD15)の出力方法、 時間を設定し

ます。

･出力方法には、 RF タ グとの交信完了後に一定時間出力する固定時間方式と、 RF タグがアンテナの交

信領域からはずれた時点から一定時間出力を継続するオフデ ィ レー方式の2種類があ り ます。

オフデ ィ レー
方式

固定時間方式

RFタグの位置

ON
OFF

ON
OFF

交信領域外 交信領域内 交信領域外 交信領域内

設定出力時間 設定出力時間

t1msec t1msec

t2msec t2msec
オフデ ィ レー時間 オフデ ィ レー時間

交信領域外
RFID システム
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ベリ フ ァ イチ ェ ッ ク機能
外部データ入力ラ イ ン(ID0～ID15)に入力されたデータ (16ビ ッ ト ) と実際に リー ド し たRF タグのデータ

(16ビ ッ ト )と を比較し、 一致/不一致の結果を出力をする機能です。

ベ リ フ ァ イの結果は外部データ出力(OD0 ： 一致時、 OD7 ： 不一致時、 OD1～OD6,OD8～OD15は使用し

ません)に出力し ます。 　 また、 IDフ ラグセンサ本体の表示LEDでも確認できます。

省配線機能
外部データ出力(OD0～OD15)の16点だけを用いて、 データのリー ド、 エ ラー検知ができるモー ド です。

プログラマブルコ ン ト ローラの16点のI/Oユニ ッ ト 1台で制御する こ とが可能です。

詳細は、 この章の 「省配線機能」 を参照し て く だ さい。

p.32

ラ イ ト モー ド
RFタグへのデータ書込みの方法を指定し ます。 2バイ ト (16ビ ッ ト )一括、 1バイ ト (8ビ ッ ト )一括で書き

込むバイ ト 書込みモー ド と、特定のビ ッ ト のみをセ ッ ト 、ク リ アするビ ッ ト セ ッ ト 、ビ ッ ト ク リ アモー

ド が指定できます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能
ラ イ ト プロテ ク ト 指定を有効にする こ と で、 RFタグに保存された製品型式や機種などの重要なデータ

を誤書込みによ り消失し ないよ う にできます。

詳細は、 この章の 「ラ イ ト プロテ ク ト 機能」 を参照し て く だ さい。

p.36

ア ド レスシフ ト 機能
外部データ入力のADR0～ADR2の入力値によ り、 ア ド レス設定スイ ッ チで設定されたア ド レスから入

力値分シ フ ト し たア ド レスのRFタグのデータ を読出し できます。16ビ ッ ト (2バイ ト )以上のデータ を扱

いたい場合に本機能を使用し ます。

詳細は、 この章の 「ア ド レスシフ ト 機能」 を参照し て く だ さい。

p.34

ノ イズチ ェ ッ ク機能
RFタグ との交信に影響のある"ノ イズ"がアンテナ、 IDフ ラグセンサを設置する周囲に存在し ないか確

認する こ とができます。 SYNCモー ド 1、 AUTOモー ド1の場合のみ、 外部入力"NOISE＿IN"をONにする

こ と によ り ノ イズチ ェ ッ クが動作し ます。 動作モー ド による ノ イズ測定モー ドは、 起動時に ノ イズ測

定のみを実施するモー ド です。

詳細は、 この章の 「ノ イズチ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.35
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省配線機能

データ出力(OD0～OD15)の16点だけを用いて、 リー ド データ信号および正常/ｴﾗｰ終了信号の検知ができる機

能です。 この機能によ り PLCや省配線機器の入力ユニ ッ ト (入力点数16点タ イプ)1台だけで16ビ ッ ト のデータ

リー ドの制御が行えます。

■ システム構成例 ： 各モー ド での入出力ラ イ ンの組み合わせと その使い方

･省配線リー ド モー ド では、 データ ラ イ ンの出力“オール0(0000Hex)”を通信制御に、 データ出力“オー

ル1(FFFFHex)”をエ ラー終了出力と し て扱います。正常終了(NORMAL/STRB)は、データ ラ イ ンに“オー

ル0(0000Hex)”または“オール1(FFFFHex)”以外が出力されたこ と を確認する こ とによ り検出し ます。

･省配線リー ド モー ド時は、“オール0(0000Hex)”と“オール1(FFFFHex)”をデータ と し て使用できません。

･エ ラー終了時のエ ラーコー ド出力はできません。 ただ し、 データ表示LEDには発生し たエラーに対す

るエ ラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

･パリ テ ィ 出力は未接続とするため、 この機能は使用できません。

･ ト リ ガモー ド2、 オー ト モー ド2では省配線機能を使用できません。 設定異常と な り ます。

通常リード モード ： DATA READ1 省配線リード モード ： DATA READ2

必要I/Oユニ ッ ト 数

出力ユニ ッ ト ： 1台

入力ユニ ッ ト ： 2台

必要I/Oユニ ッ ト 数

出力ユニ ッ ト ： 1台

入力ユニ ッ ト ： 1台
出力ユニ ッ ト

入力ユニ ッ ト (1)

入力ユニ ッ ト (2)

NORMAL/STRB, ERR, RARITY (3点)

OD0～OD15 (16点)
INHIBIT/TRIG

形V680-HAM91/HAM81

出力ユニ ッ ト

入力ユニ ッ ト (1)

OD0～OD15 (16点)
INHIBIT/TRIG

形V680-HAM91/HAM81
RFID システム
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パリ テ ィ チ ェ ッ ク機能

デー タ出力ラ イ ン (OD0～OD15)に出力されるデータの垂直パリ テ ィ を検出し、 出力し ます。 例えば、

データ出力ラ イ ンのデータ で“1”になっ ている (“ON” し ている )データ数が偶数時にはパリ テ ィ チ ェ ッ

ク出力はOFF、 奇数時にはONし ます。

これは、 上位機器と ID フ ラグセンサ間のケーブル通信における出力データのパリ テ ィ チ ェ ッ ク結果を

出力する も のです。 パ リ テ ィ チ ェ ッ ク 出力を活用する こ と でケーブル断線や結線外れな どの簡易

チ ェ ッ クができます。

ト リ ガモー ド2、 オー ト モー ド2では、 パリ テ ィ チ ェ ッ ク機能は使用できません。 設定異常と な り ます。

p.218
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ア ド レスシフ ト 機能

ア ド レス設定スイ ッ チで設定されたア ド レスを先頭と し て、 ア ド レスシ フ ト 入力で入力された値分シ フ ト し

たア ド レスのデータ を読み出すこ とができます。 この機能によ り RF タ グのメ モ リ を最大16ア ド レス分(最大

128ビ ッ ト )まで リー ド ラ イ ト する こ とができます。

8kバイ ト RFタグでのア ド レス指定例

ア ド レスシフ ト 機能は、 ト リ ガモー ド1、 オー ト モー ド1時のみ使用できます。

注1. ア ド レスシ フ ト がア ド レス設定値の最大値(FFFFHex)を超える指定の場合は、 ア ド レスエラーと な り ます。

例 ： ア ド レスエラー例

ア ド レス設定スイ ッ チ ： “FFFDHex”

ア ド レスシ フ ト 入力 ： “5”(ADR2=1, ADR1=0, ADR0=1)

アクセスア ド レス ： ア ド レスエラー

注2. 1バイ ト ラ イ ト 設定時のシフ ト は1ブロ ッ ク毎と な り ます。

ア ド レス設定スイ ッ チ ： “0010Hex”

ア ド レスシ フ ト 入力 ： “3”(ADR=0, ADR1=1, ADR0=1)

アクセスア ド レス ： “0013Hex”

条件 ： アクセスア ド レス設定スイ ッ チ=“0ED5Hex”
ア ド レスシ フ ト 入力=“4”(ADR2=1, ADR1=0, ADR0=0)
アクセスア ド レス=“0EDDHex”

ア ド レス設定スイ ッ チによるア クセスア ド レス

+ア ド レスシフ ト =“4”

RFタグへのア クセスア ド レス

“0EE0Hex”

“0EDCHex”

“0EDBHex”

“0EDAHex”

“0ED9Hex”

“0ED8Hex”

“0ED7Hex”

“0ED6Hex”

“0ED5Hex”

“0000Hex”

“0EDDHex”

“1FFFHex”

“0EDEHex”

“0EDFHex”

“4”

“3”

“2”

“1”
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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ノ イズチ ェ ッ ク機能

■ 結果出力とLEDの関係

■ 結果出力と交信距離への影響例(参考)
ノ イズ測定の結果出力と交信距離への影響例は、 参考値です。 アンテナ、 RF タグの種類および ノ イズ環境の違いなど

によ り結果が異なる場合があ り ます。 設置の際には十分確認を行って く だ さい。

測定条件

動作モー ド による ノ イズ測定モー ド は、 起動後に一定周期にて繰り返し ノ イズ測定のみを行います。 設置前の事前確

認と し てお使いいただ く こ とができます。

結果出力 データ表示LEDの点灯状態 結果出力 データ表示LEDの点灯状態

“00”～“10” “55”～“65”

“11”～“21” “66”～“76”

“22”～“32” “77”～“87”

“33”～“43” “88”～“99”

“44”～“54”

アンテナ ： 形V680-HS63

RFタグ ： 形V680-D1KP66T(非金属取付時)

コ マン ド指定 ： 2バイ ト ラ イ ト

RFタグとの交信に影響のある“ ノ イズ”がアンテナ、 IDフ ラグセンサを設置する周囲に存在し ないか確認する
こ とができます。
ト リ ガモー ド1、 オー ト モー ド1で リー ド(R/W信号 ： OFF)動作の場合のみ、 外部入力“NOISE_IN”をONにする こ
とによ り、 ノ イズ測定を実行し、 測定結果を外部データ出力ラ イ ンに出力し ます。
出力はアンテナが受けている ノ イズの強度を“00”～“99”の段階で出力し ます。 外部データ出力ラ イ ンの出力
は、 16進数に変換し た値での出力と な り ます。
また､測定結果は､本体の LED に 8 段階表示し ますので、 本体のみでも確認する こ とができます。

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415

01234567

89101112131415
:消灯 :点灯(緑)

0 10 20 30 40 50 60 70

20%

40%
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ラ イ ト プロテ ク ト 機能

ラ イ ト プロテ ク ト 機能はRFタグに保存された製品形式や機種などの重要なデータ を誤書込みによ り消失し な

いよ う にも う けられた保護機能です。

重要なデータ を書き込んだあとは、 以下の方法でラ イ ト プロテ ク ト を設定し て く だ さい。

ラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
ID フ ラグセンサと RF タ グにラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用するための有効 ・ 無効設定があ り ますので、

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 必ず、 IDフ ラグセンサとRFタグの設定を行っ て く だ さい。

ラ イ ト プロテ ク ト の有効/無効設定は、 ト リ ガモー ド 1、 オー ト モー ド 1時のみ設定可能と な り ます。 ト リ ガモー ド 2、

オー ト モー ド2時は、 ラ イ ト プロテ ク ト は常に有効と な り ます。

ト リ ガモー ド2、 オー ト モー ド2時のラ イ ト プロテ ク ト 方法は、 形V600シ リーズと同じ です。 詳細は、 第7章 「付録」 の

「形V600のラ イ ト プロテ ク ト 機能」 を参照し て く だ さい。

p.229

1. IDフ ラグセンサのラ イ ト プロテ ク ト 機能を“有効”にし ます。

I/O接続コネク タ (CN2)のピンNo.6(NOISE_IN/WRITE PROTECT)を“OFF”にし、 IDフ ラグセンサのラ イ ト プロテ ク ト 機能を有効に

し ます。

2. RFタグにラ イ ト プロテ ク ト 設定し ます。

RFタグのア ド レス0000Hex～0003Hexの4バイ ト がラ イ ト プロテ ク ト 設定領域です。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の有効 ・ 無効は、 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

・ ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト の設定

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する(有効)

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない(無効)

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

・ ラ イ ト プロテ ク ト 設定可能エ リ ア

開始ア ド レス ： 0000Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0000Hex～FFFFHex

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7FHex)

0001Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FFHex)

0002Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FFHex)

0003Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FFHex)

NOISE IN/WRITE PROTECT入力は、 R/W入力が“1”(ON) ： ラ イ ト モー ドの時のみ、 WRITE PROTECT指定と な り ます。

ラ イ ト プロテ ク ト を使用し ない場合は、 ユーザメ モ リ と し て使用できます。 なお、 その場合は、 必ずラ イ ト 動作時

(R/W信号 ： ON)に、 I/O接続コネク タ(CN2)のピンNo.6(NOISE_IN/WRITE PROTECT)を“ON”にし、 IDフ ラグセンサのラ イ

ト プロテ ク ト 機能を無効に設定し て く だ さい。 NOISE_IN/WRITE 　 PROTECT入力はリー ド時にはノ イズチ ェ ッ ク動作の

有効/無効入力と し て使用し ますので、 リー ド動作時には本信号を必ずOFFし て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定例

■ 開始ア ド レス＜終了ア ド レスに設定し た場合
開始ア ド レスから終了ア ド レスまでの領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

■ 開始ア ド レス＝終了ア ド レスに設定し た場合
設定し たア ド レス1バイ ト のみの領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

■ 終了ア ド レス＞RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合
開始ア ド レスから、 RFタグの最終ア ド レス(下図の例では1kバイ ト のRFタグ ： 形V680-D1KPの場合)ま

での領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex
0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0002Hex
0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0003Hex
0 0 1 0 0 0 0 0

2 0 03E7Hex

0120Hex

0015Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex
0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0002Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex
0 0 1 0 0 0 0 1

2 1 03E7Hex

0021Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex
1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0001Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0002Hex
0 0 0 0 0 0 1 1

0 3

0003Hex
1 1 1 1 1 1 1 1

F F 03E7Hex

0300Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト
37
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■ 開始ア ド レス＞終了ア ド レスに設定し た場合
開始ア ド レスから RF タ グの最終ア ド レスまでの領域と、 0004Hex～終了ア ド レスまでの領域がラ イ ト

プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の解除方法

■ 使用中の一部のRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除する場合
RFタグのメ モ リのア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト を“0”に設定し て く だ さい。

■ 使用中のRFIDシステムでラ イ ト プロテ ク ト 機能をすべて解除する場合
ID フ ラグセンサのI/O接続コネク タ (CN2)のピンNo.6(NOISE_IN/WRITE PROTECT)を“ON”に設定し て く

だ さい。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の使用上の注意点

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、 形V680 シ リーズの機能です。 他社製リ ーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな り

ません。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の有効/無効設定は、 ト リ ガモー ド1、 オー ト モー ド1でお使いの場合のみ指定可能です。

ト リ ガモー ド 2、 オー ト モー ド 2では常に有効と な り ます。 なお、 ト リ ガモー ド 3、 オー ト モー ド 3ではラ イ ト 機能は動

作し ません。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex
1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0001Hex
0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0002Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex
0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

終了ア ド レス

開始ア ド レス

03E7Hex

0120Hex

0015Hex

0004Hex

ラ イ ト プロテ ク ト 領域

ラ イ ト プロテ ク ト 領域

0000Hex
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第 4 章

設置と接続 ・ 配線
第
 4

 章
設

置
と

接
続

・
配

線

IDフ ラグセンサ 40

アンテナ 45

RFタグ 48
39
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



40

第
 4

 章
ID

フ
ラ

グ
セ

ン
サ

第4章
設置と接続 ・ 配線
IDフ ラグセンサ

設置
IDフ ラグセンサは、 機能を十分に発揮させるために、 以下の内容を実施の う え設置し て く だ さい。

■ 設置環境について
IDフ ラグセンサ本体は次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･使用周囲温度が、 -10～+55℃の範囲を超える場所や温度変化が急激で結露するよ う な場所

･使用周囲湿度が25～85%RHの範囲を超える場所や85%RHでは、 周囲温度40℃を超える場所

･腐食性ガス、 可燃性ガス、 塵埃、 塩分、 鉄粉のある場所

･本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

･直射日光があたる場所

･水、 油、 薬品などの飛沫がある場所

･海抜2,000mを超える場所

■ 盤内の取り付け位置
IDフ ラグセンサの使用周囲温度は-10～+55℃です。 下記項目を実施し て く だ さい。

･通風スペースを十分と っ て く だ さい。

･発熱量の高い機器( ヒータ、 ト ラ ンス、 大容量の抵抗)の間近に取付ける こ とはできません。
RFID システム
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■ 取り付け方法
本製品はDINレール取り付けです。 DINレールを取り付けてからIDフ ラグセンサ本体を取り付けて く だ

さい。

①DINレールに取り付ける場合、 まずA部をかけ、 B方向に押すと装着されます。

②DINレールから外す場合は、 取り付けフ ッ ク を下に引いて く だ さい

エン ド プレー ト の取付けについて

DIN レールに下側をかけた後に上側をかけ、 エン ド プレー ト を下に引きながら

固定用のねじ を締める と容易に取付けられます。 推奨締付け ト ルク ： 1.2N･m

■ 取り付け間隔
IDフ ラグセンサを複数個並べて取り付ける場合は、 本体が発熱し ますので、 10mm以上の間隔をあけて

取り付けて く だ さい。

オムロン製のDINレール用スペーサを2個以上使用し て く だ さい。 (スペーサ1個の幅は5mm)

DINレール

取り付けフ ッ ク

エン ド プレー トエン ド プレー ト

A

B

＜DINレール＞
形PFP-100N2(オムロン製)

＜エン ド プレー ト ＞
形PFP-M(オムロン製)

取り付けフ ッ ク

10mm以上10mm以上

エン ド プレー ト

スペーサスペーサ

エン ド プレー ト

＜スペーサ＞
形PFP-S
41
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接続 ・ 配線

■ イ ン ターフ ェースケーブル

入出力ラ イ ンの接続について

･無接点出力をご使用になる場合

無接点出力で1A以上の最大開閉能力のものを使用された場合、 出力の負荷容量の影響による信号の

立上り/立下りの遅れが発生し、 IDフ ラグセンサが正常に入力を取り込めな く なる外部入出力異常が

発生する恐れがあ り ます。 機器の選定時には、 信号遅れの影響がないよ う にご注意 く だ さい。

･有接点出力をご使用になる場合

出力のチャ タ リ ング、 最小開閉能力にご注意 く だ さい。

･出力に誘導負荷など、 雑音を発生しやすい電子機器を接続される場合は、 ダイオー ド を負荷に並列

に接続し て く だ さい。

ダイオー ドはカ ソー ド 側を電源のプ ラス側に接続し て く だ さい。

電源電圧について

･定格電圧範囲を超えて使用し ないで く だ さい。

定格電圧範囲以上の電圧を印加し た り、 交流電源(AC100V～AC240V)を印加する と破裂し た り、 焼損

し た りする恐れがあ り ます。

負荷短絡について

･負荷を短絡させないで く だ さい。 (電源に接続し ないで く だ さい。 ) 　 破損し た り、 焼損し た りする恐

れがあ り ます。

■誤配線について

・ 電源の極性など、 誤配線を し ないで く だ さい。 破損し た り、 焼損し た りする恐れがあ り ます。
RFID システム
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 IDフ ラグセンサとの着脱

＜取り付け方法＞

IDフ ラグセンサと イ ン ターフ ェ ースケーブルのコネク タの三角マークの向き を合わせてから、イ ン ターフ ェースケーブ

ルのコネク タ を押し込んで く だ さい。

ID フ ラ グセンサ側コ ネ ク タ にイ ン タ ー フ ェ ースケーブル

のコネク タ を押し込むと ロ ッ ク部がロ ッ ク し ます。

＜取り外し方法＞

イ ン ターフ ェ ースケーブルのコネク タ を抜 く と きは、 必ずコネク タ部を持ってま っすぐに引っ張って く だ さい。

ケーブルを持って引っ張る と、 故障や断線の原因と な り ます。

ID フ ラ グセンサのコ ネ ク タ のロ ッ ク を解除 し、 イ ン タ ー

フ ェースケーブルのコネク タ を引っ張り ます。
43
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■ アンテナコネク タの着脱

取付け方法

1. アンテナ側コネク タ部を持っ て、IDフ ラグセンサ側コネク タに

キー溝を合わせて挿入し ます。

2. コネク タ を時計方向に回し てロ ッ ク し ます。

取外し方法

1. コネク タ を反時計方向に回し、 ロ ッ ク を解除し ます。

2. アンテナ側コネク タ をまっすぐに引き抜きます。

コネク タ部を回し てロ ッ ク を解除し ないと コネク タは引き抜けません。

ロ ッ ク を解除せずにケーブルを引 く と断線や破損の原因と な り ますので確実にロ ッ ク を解除し てから コ ネ ク タ部を

持って引き抜いて く だ さい。

キー

アンテナ側コネク タ

キー

アンテナ側コネク タ
RFID システム
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アンテナ

形V680-HS51
付属のナ ッ ト 、 歯付座金を使用し てはさみ込むよ う に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「アンテナ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.158

取付け時のねじ締め ト ルクは6N ・ mで確実に固定し て く だ さい。

形V680-HS52
付属のナ ッ ト 、 歯付座金を使用し てはさみ込むよ う に取付けて く だ さい。

金属に取付けた場合、 非金属に取付けた場合と比べて交信距離が約10%程度低下し ます。

詳細は、 第7章 「付録」 の 「アンテナ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.158

取付け時のねじ締め ト ルクは40N ・ mで確実に固定し て く だ さい。

取り付け穴加工寸法

φ12+0.5
0

金属

アンテナ

ナ ッ ト

歯付座金

取り付け穴加工寸法

φ22+0.5
0

非金属

アンテナ

ナ ッ ト

歯付座金
45
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形V680-HS61

■ 表面取り付け

形V680-HS63

■ 表面取り付け

■ 裏面取り付け
付属のナ ッ ト をA部に挿入し て取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「アンテナ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.158

取付け時のねじ締め ト ルクは1.2N ・ mで確実に固定し て く だ さい。

12+0.2 18

18.05
30.5

4.45

コ イル中心

28±0.2

53

2-M4

27

40

Aナ ッ ト

コ イル中心

28±0.2

2-φ4.5

27

40
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形V680-HS65

取付け時のねじ締め ト ルクは0.7～1.2N ・ mで確実に固定し て く だ さい。

■ 取り付け金具寸法(付属)形V680-HS65にのみ付属

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「アンテナ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.158

アンテナの取付けは、 M4ねじおよびスプ リ ングワ ッ

シ ャ (4ヵ所)にてねじ止めし て く だ さい。

注. アンテナの設置時は、 アンテナの背面に付属の取り

付け金具を取り付けて く だ さい。 ただ し、 アンテナ

の取り付け治具が金属板で、 その形状がアンテナの

外形寸法(100×100mm)よ り大きい場合には、 付属の

取り付け金具は必要あ り ません。

90±0.2

4-M4100

90±0.2

100

90±0.1

4-C1

90±0.1

100±0.2

100±0.2

4-φ4.5 +0.3
0

形V680-HS65
取り付け治具

取り付け金具(付属)
47
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RFタグ

形V680-D1KP52MT

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 右図の加工寸法で取り付けて く だ さい。

取り付けにあたっては、 エポキシ系接着剤をご使用 く だ さい。

推奨 ： RF タ グを使用する周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨

し ます。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP52MTを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

形V680-D1KP52MTの背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の材質による違い(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

■ 取付け方法

1. RFタグを時計方向に回し て、 取付け穴に取付けて く だ さい。

形V680-D1KP52M-BT01はM10、形V680-D1KP52M-BT11はM8の取付け穴

に取付けて く だ さい。

2. ボル ト 部を締め付けて固定し て く だ さい。

ボル ト 部の締付けは以下の締付け ト ルクで締付けて く だ さい。

形V680-D1KP52M-BT01 ： 24.5N ・ m

形V680-D1KP52M-BT11 ： 11N ・ m

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気硬化型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+150℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

マーキング面

マーキング面

R0.2以下

φ8.1 +0.1
0

5+0.1
0

RFID システム
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形V680-D1KP53M

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 右図の加工寸法で取付けて く だ さい。

取付けにあたっ ては、 エポキシ系接着剤をご使用 く だ さい。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ま

す。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

形V680-D1KP53Mの背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「RFタグの相互干渉(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.166

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気効果型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+125℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド
49
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形V680-D1KP54T

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 専用ア タ ッ チ メ ン ト 形V700-A80を使用し て、 ねじ止めするか、 接着剤による固定

方法をお勧めし ます。

 ア タ ッ チ メ ン ト (形V700-A80)取付け

1. コ イ ン型RFタグをア タ ッ チ メ ン ト にはめ込みます。

コ イ ン型RF タグには方向性はあ り ませんので、 どち ら向きにはめ込んでいただい

てもかまいません。

ア タ ッ チ メ ン ト に対し て、 RF タグを何度もはめ込んだ り、 外し た り を繰り返さ ないで く だ さい。 RF タグとの嵌合が緩

く なった り、 ア タ ッ チ メ ン ト の爪が折れた りする こ とがあ り ます。

万一、 一度はめ込んだRFタグを取外さ なければならない場合は、 ア タ ッ チ メ ン ト 下部にあるRFタグとの隙間にマイナ

ス ド ラ イバーを差し込んで外し て く だ さい。 素手では取外さ ないで く だ さい。 ケガをする恐れがあ り ます。

2. ア タ ッ チ メ ン ト をM3ねじにてねじ止めし て く だ さい。

適正な締め付け ト ルクで締め付けて く だ さい。

締め付け ト ルク 　 0.3～0.5 　 N･m

接着剤取付け

取付けにあたっ ては、 接着する材料に合わせた接着剤を選定し、 用法 ・ 容量を守っ て、 必ず固定でき

る こ と をご確認後、 お使い く だ さい。

RFタグの材質はPPS樹脂ですので、 金属や硬質プ ラスチ ッ クへの接着にはエポキシ樹脂系の接着剤を

推奨し ています。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ます。

取付け部の材質がポ リ エチレ ンやポ リ プロピレ ン、 フ ッ素樹脂やシ リ コ ン系の樹脂の場合、 上記接着剤では十分な強

度を得られない可能性があ り ます。 事前に十分な確認を行っ て く だ さ い。 接着性に関する詳細はメ ーカーにお問合せ

く だ さい。

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気効果型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+110℃
2液性エポキシ接着剤

EP001
(株)セ メ ダイ ン

-40～+150℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

OMRON

OMRON
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形V680-D1KP66T

■ 非金属に取り付ける場合
マーキング面側からM3皿ねじ で取り付けて く だ さい。

締め付け ト ルクは0.3～0.5N ・ mです。

■ 金属に取り付ける場合
形V680-D1KP66TはRF タ グの背面に金属がある場合、

交信距離が低下し ます。

金属に取り付けて使用する場合は別売りの専用ア タ ッ

チ メ ン ト (形V600-A86) を使用するか、 非金属( プ ラ ス

チ ッ ク、 樹脂など)のスペーサを使用し て く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP66Tの背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.170

マーキング面

M3皿ねじ

取付け穴加工寸法
2-M3

25±0.2

25±0.2

マーキング面

M3皿ねじ

取付け穴加工寸法 2-M3

25±0.2

25±0.2

ア タ ッ チ メ ン ト (形V600-A86)
51
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形V680-D1KP66MT
マーキング面側から M3皿ねじ で金属面に取 り 付けて

く だ さい。 締め付け ト ルクは0.3～0.5N ・ mです。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP66MTの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.172

形V680-D1KP66T-SP
M5ねじ、 およびワ ッ シャ で取り付けて く だ さい。 締め付け ト ルクは1.2N ・ mです

RFタグの取り付け方向、 アンテナ との移動方向に制約はあ り ません。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D1KP66T-SPの背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.174

マーキング面

M3皿ねじ

取付け穴加工寸法
2-M3

25±0.2

25±0.2
RFID システム
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形V680-D1KP58HTN

■ 取付け方法
ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A80)を使用する場合は以下の手順のよ う に取付けて く だ さい。

1. ア タ ッ チ メ ン ト をワークに取付けます。

2. ロ ッ クナ ッ ト を締めます。

締付け ト ルクは21～42N ・ mと し て く だ さい。

3. RFタグをア タ ッ チ メ ン ト にはめ込みます。

RFタグには方向性はあ り ませんので、どち ら向きにはめ込んでいただい

てもかまいません。

4. 割り ピンをφ3.2穴に差込み、 先端を開いて抜け止めし ます。

割り ピン 呼び3.2×長さ20mm

ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A80)にはナ ッ ト 2個と割り ピン1個が付属されていますが、交換用の割り ピンはお

客様でご用意 く だ さい。
53
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形V680-D2KF52M

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 右図の加工寸法で取付けて く だ さい。

取付けにあたっ ては、 エポキシ系接着剤をご使用 く だ さい。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ま

す。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D2KF52Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

形V680-D2KF52Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の材質による違い(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.179

形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11

■ 取付け方法

1. RFタグを時計方向に回し て、 取付け穴に取付けて く だ さい。

形V680-D2KF52M-BT01はM10、 形V680-D2KF52M-BT11はM8の取付け穴

に取付けて く だ さい。

2. ボル ト 部を締め付けて固定し て く だ さい。

ボル ト 部の締付けは以下の締付け ト ルクで締付けて く だ さい。

形V680-D2KF52M-BT01 ： 24.5N ・ m

形V680-D2KF52M-BT11 ： 11N ・ m

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気硬化型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+85℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

マーキング面

マーキング面

R0.2以下

φ8.1 +0.1
0

5+0.1
0

RFID システム
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形V680-D8KF67/-D8KF67M

■ 取付け方法
M3ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.6N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D8KF67Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.184

形V680-D8KF67の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.182

形V680-D8KF68/-D32KF68

■ 取付け方法
M4ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.7～1.2 N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680-D8KF68/-D32KF68の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.186

マーキング面

M3ねじ

取付け穴加工寸法2-M3

32±0.2

32±0.2

44

76

2-M4

M4ねじ

スプ リ ングワ ッ シャ

平ワ ッ シ ャ
55
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形V680S-D2KF67/-D2KF67M

■ 取付け方法
M3ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.6N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680S-D2KF67Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.191

形V680S-D2KF67の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.189

形V680S-D2KF68/-D2KF68M

■ 取付け方法
M4ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.7～1.2 N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680S-D2KF68Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.196

形V680S-D2KF68の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.193

マーキング面

M3ねじ

取付け穴加工寸法 2-M3

32±0.2

32±0.2

44

76

2-M4

M4ねじ

スプ リ ングワ ッ シャ

平ワ ッ シ ャ
RFID システム
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形V680S-D8KF67/-D8KF67M

■ 取付け方法
M3ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.6N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680S-D8KF67Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.201

形V680S-D8KF67の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.199

形V680S-D8KF68/-D8KF68M

■ 取付け方法
M4ねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.7～1.2 N ・ mで確実に取付けて く だ さい。

取り付けに際し ては、 第7章 「付録」 の 「RFタグ取り付け時の注意事項」 を参照し て く だ さい。

p.163

形V680S-D8KF68Mの周囲金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.206

形V680S-D8KF68の背面金属の影響は、 第7章 「付録」 の 「背面金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.203

マーキング面

M3ねじ

取付け穴加工寸法 2-M3

32±0.2

32±0.2

44

76

2-M4

M4ねじ

スプ リ ングワ ッ シャ

平ワ ッ シ ャ
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
I/Oイ ン ターフ ェース制御概要

ID フ ラグセンサは、 プログラ マブルコ ン ト ローラ などの上位機器と接続し て制御し ます。 この章では、 上位

機器と接続し、 制御する際の動作について記載し ます。

交信動作モー ドの選択
RFタグ との交信手順と し て、 ア クセスモー ド 設定スイ ッ チにて交信動作モー ド を設定し ます。

交信動作モー ド には、 RF タグとの交信終了の結果出力の方式と し て3つのモー ド (モー ド 1、 モー ド 2、

モー ド 3)があ り ます。 さ らに、 各モー ド には、 RF タグとの交信開始の方法と し て ト リ ガモー ド と オー

ト モー ド の2つがあ り ます。 モー ド2、 モー ド3は、 従来機種形V600シ リーズの機能互換モー ド です。 形

V600シ リーズから置き換えのご用途で、従来の制御方法を流用される場合にご使用 く だ さい。詳細は、

第7章付録の 「形V600シ リーズ互換モー ド について」 をご参照 く だ さい。

形V600シ リーズ互換モー ドは、 モー ド1でサポー ト されている機能が使えないものがあ り ます。

詳細は、 第7章 「付録」 の 「形V600シ リーズ互換モー ド について」 の 「モー ド別機能対応表」 を参照 く だ さい。

p.219

交信終了タ イ ミ ング 交信開始方式 アクセスモード設定スイ ッ チ タ イ ミ ングチャー ト 例 モー ド概要

モー ド1 ト リ ガモー ド1 0 ： SYNC1 p.62 標準モー ド

オー ト モー ド1 1 ： AUTO1 p.66

モー ド2 ト リ ガモー ド2 2 ： SYNC2 p.220 従来機 形V600-HAR91/81、

HAM91/81互換モー ドオー ト モー ド2 3 ： AUTO2 p.223

モー ド3 ト リ ガモー ド3 4 ： SYNC3 p.226 従来機 形V600-HAR92互換

モー ドオー ト モー ド3 5 ： AUTO3 p.228
RFID システム
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I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
交信開始から交信終了までの流れ
IDフ ラグセンサの交信開始から終了までの制御方法について、 ト リ ガモー ド 1 とオー ト モー ド 1のリー

ド 動作を例に概略を説明し ます。 各動作の詳細については、 次ページ以降のタ イ ミ ングチャー ト 例に

示し ます。 これらのタ イ ミ ングチャー ト に従い、 IDフ ラグセンサを制御し て く だ さい。

■ ト リ ガモー ド
＜例＞ ト リ ガモー ド1/リー ド 成功時のタ イ ミ ングチャー ト

■ オー ト モー ド
＜例＞オー ト モー ド1/リー ド 成功時のタ イ ミ ングチャー ト

①交信開始 ： RFタグがアンテナの交信領域内に入ったこ と を確認し た後に、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタ

グとの交信を開始し て く だ さい。

②交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出

力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 NORMAL/STRB出力は、 データ出力の3msec後に出力し ま

す。 データ出力は、 NORMAL/STRB出力の“1”(ON)の立上がり によ り取り込んで く だ さい。

③結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0～OD15)を

0000Hexにク リ ア し ます。

①交信準備 ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)にし、 IDフ ラグセンサを交信状態にし て く だ さい。

②交信開始 ： RFタグがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

③交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出

力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 NORMAL/STRB出力は、 データ出力の3msec後に出力し ま

す。 データ出力は、 NORMAL/STRB出力の“1”(ON)の立上がり によ り取り込んで く だ さい。

④結果のク リ ア ： RFタグがアンテナの交信領域内から出た後に、 出力モー ド設定スイ ッ チのオフデ ィ レー時間で設定され

た時間後にNORMAL/STRB出力、 データ出力を“0”(OFF)し ます。

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

データ出力
(OD0～OD15：16点)

交信領域内

①交信開始

②交信終了

③結果のク リ ア

リ ー ド データ0000Hex 0000Hex

リー ド中

モー ド 設定スイ ッ チの設定

3msec

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

データ出力
(OD0～OD15：16点)

交信領域内

②交信開始

③交信終了 ④結果のク リ ア

リ ー ド データ0000Hex 0000Hex

リー ド中

モー ド 設定スイ ッ チの設定

①交信準備

3msec オフデ ィ レー時間
61
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タ イ ミ ングチャー ト 例

ト リ ガモー ド1(リー ド)

正常終了時

異常終了時

B. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

C. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 PARITY

出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0

～15)は、 リー ド データ を点灯表示(緑色)し ます。

D. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値を

“0”、 データ出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

リード中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点) ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF) パリ テ ィ 値 “0”(OFF) “0”(OFF)パリ テ ィ 値

0000Hex リー ド
データ 0000Hex 0000Hexエラー

コー ド

0000Hex リー ド データ表示(緑) エ ラーコー ド表示(赤)

リード中

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

GFEDCBA

正常終了 異常終了

3msec

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex

A. 交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～2)にア ド レスシフ ト 値

を設定し ます。

E. 交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

F. 交信終了 ： IDフ ラグセンサは、 RFタグの不在を検出した時点でERR出力を“0”(ON)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値、

データ出力(OD0～OD15)にエラーコード を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生したエ

ラーに対するエラーコード を点滅表示(赤色)し ます。 (この例では、 RFタグ不在エラーとな り ます。 )

G. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 ERR出力を“1”(OFF)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値を“0”、 データ

出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RFタグと アクセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10msec以上前)に

行って く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。
RFID システム
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第5章

I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
ト リ ガモー ド1(省配線リー ド)

正常終了時

異常終了時

B. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

C. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 PARITY

出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0

～15)は、 リー ド データ を点灯表示(緑色)し ます。

D. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値を

“0”、 データ出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

リード中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点) ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF) パリ テ ィ 値 “0”(OFF) “0”(OFF)“0”(OFF)

0000Hex リー ド
データ 0000Hex 0000HexFFFFHex

0000Hex リー ド データ表示(緑) エ ラーコー ド表示(赤)

リード中

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

GFEDCBA

正常終了 異常終了

3msec

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex

A. 交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～2)にア ド レスシフ ト 値

を設定し ます。

E. 交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

F. 交信終了 ： IDフ ラグセンサは、 RFタグの不在を検出し た時点でERR出力を“0”(ON)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値、

データ出力(OD0～OD15)にFFFFHexを出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエ

ラーに対するエラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。 (この例では、 RFタグ不在エラーと な り ます。 )

G. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 ERR出力を“1”(OFF)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ 値を“0”、 データ

出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシ フ ト 入力(ADR0～ADR2)は、RFタグと アクセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10ms以上前)に行っ

て く だ さい。

・NORMAL/STRB出力を使用せずにデータ出力ラ イ ンだけで制御する場合には、例えば ト リ ガ入力ON後に一定時間のタ

イマをプログラムに組み込み、 各データ出力の状態を確認し、 その時の出力状態が“オール0(OFF)”、 または“オール

1(ON)”以外の時、 データ と し て取り組むよ う にし て く だ さい。

・ データの“オール1(ON)”、 および“オール0(OFF)”はデータ と し て使用できません。

・ エラー発生時にはエラーコー ドは出力し ません。 データ出力は“オール1(ON)” と な り ます。 データ表示LEDには発生

し たエラーに対するエラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
ト リ ガモー ド1(ベ リ フ ァ イ)

基準データ と リー ド データが一致し た場合

基準データ と リー ド データが不一致の場合

C. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

D. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出

力(OD0 ： データ一致)を“1”(ON)にし ます。 このと き、 VERIFY OK/NG LEDを緑色で点灯し、 データ表示

LED(0～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

E. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0)を“0”(OFF)に

し ます。

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

ベリファイ
中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点) ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF)

0000Hex 0000Hex 0000Hex

全消灯 基準データ表示(緑) 基準データ表示(緑)

基準デー タ と リ ー ド デー タが
一致し た場合

基準データ と リ ー ド データが
不一致の場合

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

ベリファイ
中

0001Hex 0080Hex

交信領域内

GFEDCBA H

基準データ

3msec 3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex

A., B. 交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 データ入力(ID0～ID15)に基準データ を、 ア ド レスシ

フ ト 入力(ADR0～2)にア ド レスシ フ ト 値を設定し ます。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RF タグと アクセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10msec以上前)に

行って く だ さい。

・ 基準データのデータ入力(ID0～ID15)は、 RFタグと ア クセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10msec以上前)に

行って く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

F. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

G. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出

力(OD7 ： データ不一致)を“1”(ON)にし ます。 このと き、 VERIFY OK/NG LEDを赤色で点灯し、 データ表

示LED(0～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

H. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD7)を“0”(OFF)に

し ます。
RFID システム
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I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
ト リ ガモー ド1(ラ イ ト )

正常終了時

異常終了時

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

ラ イ ト
中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点)

ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF)

0000Hex 0000Hex

全消灯 ラ イ ト データ表示(緑) エ ラーコー ド表示(赤)

正常終了 異常終了

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

3msec

エラー
コー ド

ラ イ ト データ

ラ イ ト
交信失敗

GFEDCBA H

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex

交信領域内

“1”(ON) “0”(OFF)

A., B. 交信準備 ： RFタグとの交信前にR/W入力を“1”(ON)にし、 データ入力(ID0～ID15)にラ イ ト データ を、 ア ド レスシ フ

ト 入力(ADR0～ADR2)にア ド レスシフ ト 値を設定し ます。

C. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

D. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし ます。 この

と き、 データ表示LED(0～15)は、 ラ イ ト データ を点灯表示(緑色)し ます。

E. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし ます。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RF タグと アクセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10msec以上前)に

行って く だ さい。

・ ラ イ ト データのデータ入力(ID0～ID15)は、 RF タグと ア クセスする10msec以上前(ex. ト リ ガ入力のONの10msecec以上

前)に行って く だ さい。

F. 交信開始 ： RFタグが交信領域内にある状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

G. 交信終了 ： RFタグへの書き込みが異常終了(ラ イ ト ベリ フ ァ イエラー、 ロ ッ クエラー、 ラ イ ト プロテク ト エラーなど)

した時点で、 IDフ ラグセンサがERR出力を“1”(ON)にし、 データ出力(OD0～OD15)にエラーコード を出力し

ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生したエラーに対応するエラーコード を点滅表示(赤色)し

ます。

H. 結果のク リ ア ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)する と、 ERR出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ま

す。
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
オー ト モー ド1(リー ド)

正常終了時



RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

リード中

モー ド 設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点)

ア ド レスシフ ト データ

パリ テ ィ 値

オフデ ィ レー時間

0000Hex リー ド
データ

0000Hex

0000Hex リー ド データ表示(緑)

正常終了

リード
未完了

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

EDCBA

交信領域内

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー 3msec

A. 交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)にア ド レスシ

フ ト 値を設定し ます。

B. 交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)にし ます。

C. 交信開始 ： RFタグがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

D. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 デー

タ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 リー ド

データ を点灯表示(緑色)し ます。

E. 結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モード設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過する

と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0～OD15)を0000Hexにします。

NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り無

条件に“0”(OFF)するこ とができます。

・ INHIBIT/TRIG入力によ り動作停止状態 （データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RFタグと アクセスする10msec以上前に行って く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエラーを出力し ません。 設置時には、 移動

速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。

・ オー ト モー ド時のエラーは、RFタグとの交信を開始した際に外部入力異常や、 ア ド レスエラー等の入力異常が検出さ

れた場合に発生し ます。 この場合、 IDセンサフ ラグは、 ERR出力を “0”にし、 データ出力(OD0～OD15)は通常リー ド

時 ： エラーコー ド、 省配線リー ド時 ： FFFFHexを出力し ます。 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応する

エラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。
RFID システム
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第5章

I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
オー ト モー ド1(ベ リ フ ァ イ)

基準データ と リー ド データが一致し た場合

基準データ と リー ド データが不一致の場合

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

ベリファイ
中

モー ド 設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点)

ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF)

オフデ ィ レー時間

0000Hex 0000Hex 0000Hex

全消灯 基準データ①
表示(緑)

基準データ②
表示(緑)

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

オフデ ィ レー時間

HGFEDCBA I

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

0000Hex 基準データ①

0080Hex0001Hex

基準デー タ と リ ー ド デー タが
一致し た場合

基準デー タ と リ ー ド データが
不一致の場合

ベリファイ
中

交信領域内

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー

3msec 3msec

基準データ②

A.,B. 交信準備 ： RFタ グとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 データ入力(ID0～ID15)に基準データ を、 ア ド レスシフ ト
入力(ADR0～ADR2)にア ド レスシフ ト 値を設定し ます。

C. 交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)にし ます。

D. 交信開始 ： RFタ グがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

E. 交信終了 ： RFタ グとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出力
(OD0 ： データ一致)を“1”(ON)にし ます。 このと き、 VERIFY OK/NG LEDは緑色で点灯し、 データ表示LED(0～
15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

F. 結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過する と、
NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0)を“0”(OFF)にし ます。 NORMAL/STRB出力、 データ出
力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INIHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り無条件に“0”(OFF)する こ とができま
す。

G. 交信開始 ： RFタ グがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

H. 交信終了 ： RFタ グとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出力
(OD7 ： データ不一致)を“1”(ON)にし ます。 このと き、 VERIFY OK/NG LEDは赤色で点灯し、 データ表示LED(0
～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

I. 結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モード設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過すると、
NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD7)を“0”(OFF)にし ます。 NORMAL/STRB出力、 データ出力
(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INIHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り“0”(OFF)にできます。

・ INHIBIT/TRIG信号によ り動作停止状態(データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。
・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。
・ ア ド レスシ フ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RFタグと ア クセスする10msec以上前に行って く だ さい。
・ 基準データのデータ入力(ID0～ID15)は、 RFタグと アクセスする10msec以上前に行って く だ さい。
・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。
・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてアクセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエ ラーを出力し ません。 設置時には、 移動
速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
オー ト モー ド1(ラ イ ト )

正常終了時

異常終了時

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

0Hex

ライ ト中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

ア ド レスシフ ト 入力
(ADR0～2 ： 3点)

ア ド レスシフ ト データ

“0”(OFF)

オフデ ィ レー時間

0000Hex 0000Hex

全消灯 ラ イ ト データ
表示(緑)

エ ラーコー ド
表示(赤)

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NOISE_OUT出力

ERR出力

オフデ ィ レー時間

HGFEDCBA I

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

0000Hex ラ イ ト データ

正常終了 異常終了

ラ イ ト
交信失敗

エラー
コー ド

交信領域内

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー

“1”(ON)

3msec

“0”(OFF)

A.,B. 交信準備 ： R/W入力を“1”(ON)にし、 データ入力(ID0～ID15)にラ イ ト データ を、 ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～
ADR2)にア ド レスシ フ ト 値を設定し ます。

C. 交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)し ます。

D. 交信開始 ： RFタグがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

E. 交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし ます。
このと き、 データ表示LED(0～15)は、 ラ イ ト データ を点灯表示(緑色)し ます。

F. 結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過
する と、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし ます。 NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、
データ表示LEDは、 INIHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り、 無条件に“0”(OFF)する こ とができます。

G. 交信開始 ： RFタグがアンテナの交信領域内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

H. 交信終了 ： RFタグへの書込みを異常終了(ラ イ ト ベリ フ ァ イエラー、 ロ ッ クエラー、 ラ イ ト プロテク ト エラー等
)し た時点で、 IDフ ラグセンサがERR出力を“0”(ON)にし、 データ出力(OD0～OD15)にエラーコー ド を
出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応するエラーコー ド を点滅
表示(赤色)し ます。

I. 結果のク リ ア ： 出力モード設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過すると、 ERR出力を“1”(OFF)にし、 データ
出力(OD0～OD15)を0000Hexにします。 NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LED
は、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り、 無条件に“0”(OFF)するこ とができます。

・INHIBIT/TRIG信号の入力によ り動作停止状態（データ出力のク リ ア)とするためは、入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ア ド レスシフ ト 入力(ADR0～ADR2)は、 RFタグと アクセスする10msec以上前に行って く だ さい。

・ ラ イ ト データのデータ入力(OD0～OD15)は、 RFタグと ア クセスする10msec以上前に行って く だ さい。

・ データ出力(ID0～ID15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエラーは出力し ません。 設置時には、 移動

速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。
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I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
ト リ ガモー ド1(ノ イズチ ェ ッ ク)

PARITY出力

INHIBIT/TRIG

ノ イズ測定状態

NORMAL/STRB

3msec

ノ イズ測定中

モー ド設定スイ ッ チの設定

データ出力
(OD0～OD15：16点)

パリ テ ィ 値“0”(OFF) “0”(OFF)

B C DA

NOISE_IN/WRITE 　
PROTECT入力

R/W入力

E

ノ イズレベルデータ 0000Hex

NOISE_OUT

0000Hex

データ表示LED
(0～15 ： 16点) ノ イズレベル表示(緑)

・ ノ イズ測定を実行するために、 INHIBIT/TRIG入力は、 10msec以上ONし て く だ さい。

・ ノ イズレベルのデータ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力のONの立上がり によ り行って く だ さい。

A. 測定準備 ： R/W入力を“0”(OFF)、 TRIG入力を“0”(OFF)にし、 NOISE_IN/WRITE PROTECT入力を“1”(ON)にし ます。

B. 測定開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にする と、 ノ イズ測定を開始し ます。

C. 測定終了 ： ノ イズ測定が終了した時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRBを“1”(ON)、 NOISE_ON出力を“1”(ON)に

し、 データ出力(OD0～OD15)に ノ イズレベルデータ、 PARITY出力にパリ テ ィ 値を出力し ます。

D. 結果のク リ ア ： INIHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)にする と、 NORMAL/STRB出力、 PARITY出力を“0”(OFF)にし、 データ出力

(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。

E. 測定からの 　

復帰

： ノ イズチ ェ ッ ク を終了し、 リー ド モー ドやラ イ ト にする場合は、 INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)、

NOISE_IN/WRITE PROTECT入力を“0”(OFF)にし ます。
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
オー ト モー ド1(ノ イズチ ェ ッ ク)

PARITY出力

INHIBIT/TRIG

ノ イズ測定状態

NORMAL/STRB

ノ イズ測定中

モー ド 設定スイ ッ チの設定

データ出力
(OD0～OD15：16点)

パリテ ィ値

“0”(OFF)

B C DA

NOISE_IN/WRITE 　
PROTECT入力

R/W入力

E

ノ イズレベルデータ

0000Hex

ノ イズ測定中

約10msec約10msec

0000Hex

NOISE_OUT

“0”(OFF)

0000Hex

パリテ ィ値

ノ イズレベルデータ

“0”(OFF)

3msec 3msec

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

ノ イズレベル表示(緑) ノ イズレベル表示(緑)

・ ノ イズ測定を実行するために、 INHIBIT/TRIG入力は、 10msec以上OFFを継続し て く だ さい。

・ ノ イズレベルのデータ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力のONの立上がり によ り行って く だ さい。

A. 測定準備 ： R/W入力を“0”(OFF)、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 NOISE_IN/WRITE PROTECT入力を“1”(ON)にし

ます。

B. 測定開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“0”(OFF)にする と、 ノ イズ測定を開始し ます。

C. 測定終了 ： ノ イズ測定が終了した時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力とNOISE_ON出力を“1”(ON)にし、

PARITY出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に ノ イズレベルデータ を出力し ます。

D. 結果のク リ ア ： NOISE_ON出力、 PARITY出力、 データ出力(OD0～OD15)の出力から約10msec経過する と、 NORMAL/

STRB出力とNOISE_ON出力を“0”(OFF)にし、 データ出力(OD0～OD15)を0000Hexにし て繰り返し ノ イズ測

定を行います。

E.測定の停止 ： ノ イズチ ェ ッ ク を終了し、 リー ド モー ドやラ イ ト モー ド にする場合は、 NOISE_IN/WRITE_PROTECT入力

を“0”(OFF)にし ます。 ノ イズ測定を停止し ます。 このと き、 NORMAL/STRB出力を“0”(OFF)にし、 デー

タ出力(OD0～OD15)を0000Hexにし ます。
RFID システム
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
サンプルプログラム

フ ラグの読み取り
センサなどを用いた外部スイ ッ チによ りRFタグのデータ を読み出し、 各ビ ッ ト に割り付けられた機種

の出力(接点)をONにするプログラム例を示し ます。

00.10

NORMAL出力

00.00

100.00 01.00

01.01

01.02

INHIBIT/TRIG入力

02.00

DIFU
100.00

機種1

機種2

機種3

01.14
機種15

01.15
機種16

外部スイ ッ チ

NORMAL 出力の
立ち上がり結果

データ出力(OD0)

データ出力(OD1)

データ出力(OD2)

データ出力(OD14)

データ出力(OD15)

モー ド設定スイ ッ チの設定

DIFU
100.01

自己保持

110.0

100.01

起動

110.0

自己保持

100.07

完了

100.07

完了

処理完了

“NORMAL” の立上が り に よ り、

デー タ出力(OD0～OD15)の結果

を各機種に出力し ます。

外部 ス イ ッ チ の立上が り に よ

り、 “INHIBIT/TRIG”入力をONに

し、 読出し を開始し ます。

INHIBIT/TRIGは、結果の処理完了

まで保持されます。

起

動

結

果

出

力

完

了
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
断線検知
パリ テ ィ チ ェ ッ ク出力を使用し て、 データ出力ラ イ ン (16本)の断線検知を行う プログラム例を示し ま

す。

00.10

NORMAL出力

00.00

100.00

INHIBIT/TRIG入力

02.00

DIFU
100.00

外部スイ ッ チ

NORMAL出力の
立ち上がり結果

NORMAL出力の立ち上がり を検出し ます。

モー ド設定スイ ッ チの設定

100.02

断線検出

100.03

ケーブル断線検出

完了

100.07
キャ リーフ ラグ

P_CY

PARITY出力

00.02

BCNT
#0000

1
D0000

++
D0000

ASR
D0000

100.02

100.03

デー タ 出力 (OD0 ～ OD15) の “1”(ON) の数 を
DM0000に格納し ます。

デー タ 出力(OD0 ～OD15) の“1”(ON) の数に
“PARITY”出力の結果を加えます。
(結果が偶数の場合：正常、奇数の場合：異常)

上で求めた奇数/偶数判定を行います。
奇数の場合、 P_CYがON “1” と な り ます。

(断線検出)
奇数の場合は、 断線し ています。

(ケーブル断線検出)
断線表示を行います。

DIFU
100.01

100.01

起動

110.00

自己保持

100.07

完了

自己保持

110.00

外部 ス イ ッ チ の立上が り に よ り、 “INHIBIT/

TRIG”入力をONにし、 読出し を開始し ます。

INHIBIT/TRIGは、 結果の処理完了まで保持され

ます。

処理完了
RFID システム
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
省配線によるオー ト モー ド
オー ト モー ド 1の省配線モー ド を用いたプログラム例を示し ます。 オー ト モー ド 1(省配線モー ド )時に

RFタグから16ビ ッ ト のデータ を読み出し、 そのデータ をDM00000に取り込み、 正常完了接点(100.05)を

ONし ます。 万一、 通信異常が発生し た と きは、 異常完了接点(100.06)がONと な り ます。

01.00

データ出力(OD1)

01.01

DIFU
100.00データ出力(OD0)

(立ち上がり微分)
データ出力(OD0～OD15)のう ち、 いづれかの
データの立ち上がり を検出し ます。

モー ド設定スイ ッ チの設定

100.00

P_EQ

P_EQ

完了

100.07

100.06

110.00

(TIMH(高速タ イマ))
タ イマ番号000に(#0001×10msec)＝10msec
をセ ッ ト し ます。

データ出力(OD2)

01.02

データ出力(OD3)

01.03

データ出力(OD14)

01.14

データ出力(OD15)

01.15

データ出力による
起動

110.00

自己保持

T0000

タ イ マ番号 000
の結果

TIMH
000

#0001

CMP
000

#FFFF

MOV
000

D0000

100.05

100.07

いずれかのデータの立ち上がり を検出し た後、
データが安定するまで10msec待ちます。

データ出力が(オール“1”) であれば異常完了接
点をONし ます。

データ出力が“オール1”でなければ正常完了接
点をONし ます。

データ出力の値をデータ メ モ リ (D0000)に転送
し ます。

デー タ 出力(OD0 ～OD15) がFFFFHex( オール
“1”)と一致するかを判断し ます。

通信完了接点をONし ます。

異常終了

正常終了

完了

自己保持
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第5章
I/Oイ ン ターフ ェ ース制御
MEMO
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第 6 章

ト ラ ブルシューテ ィ ング
第
 6

 章
ト

ラ
ブ

ル
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

エ ラー発生時の処理 76

異常と対策 77

保守と点検 78
75
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



76

第
 6

 章
エ

ラ
ー

発
生

時
の

処
理

第6章
ト ラ ブルシューテ ィ ング
エラー発生時の処理

ハー ド ウ ェ ア関連

操作関連

RFID関連のエラー表示

16連LED データ出力

ビ ッ ト

エ ラー内容 エラー発生時の処理

点灯表示 データ出力

な し

ハー ド ウ ェ ア異常 電源の再投入を行っ ても復帰し ない場合は、 IDフ ラグセンサを交換し て く だ さい。

16連LED データ出力

ビ ッ ト

エ ラー内容 エラー発生時の処理

点滅表示 データ出力

な し

設定異常 ア ド レス設定スイ ッ チも し く は、 モード設定スイ ッ チを正しい範囲に設定し て く

ださい。

点滅表示 OD6 外部入力異常 IDフ ラグセンサの入力ラ インに過度のノ イズが印加された場合や、 接続先の出力

ユニ ッ ト のチャ タ リ ングも し く は応答時間の遅延などによ りIDフ ラグセンサの入

力が確定できない場合に発生し ます。

第4章 「設置と接続 ・ 配線」 の 「接続 ・ 配線」 の 「イン ターフ ェースケーブル」 お

よび、 この章の 「異常と対策」 の 「ノ イズの影響」 を参照に対策して く ださい。

16連LED(赤) データ出力

ビ ッ ト

エ ラー内容 エラー発生時の処理

点滅表示 OD0 RFタグ交信エ ラー ：

ト リ ガモー ド時、 RFタ グを検知

し たが、 交信が正常終了できな

かった。

･RFタ グがアンテナの交信領域内に存在する状態で、交信を開始でき るよ う に制

御タ イ ミ ングを変更し て く だ さい。

･ ノ イズ測定によ り、 周囲のノ イズ対策を実施し て く だ さい。

･周囲金属の影響を確認し、 交信距離が確保でき るよ う に し て く だ さい。

点滅表示 OD1 ベ リ フ ァ イエラー ：

RFタグに正し く データ を書き込

めなかった。

再度、 書込みを実施し て く だ さい。 繰り返し エ ラーが発生する場合は、 RFタグ

を交換し て く だ さい。

点滅表示 OD2 RFタグ不在エ ラー ：

ト リ ガモー ド時、 RFタ グを検知

できなかった。

･RFタ グがアンテナの交信領域内に存在する状態で、交信を開始でき るよ う に制

御タ イ ミ ングを変更し て く だ さい。

･ ノ イズ測定によ り、 周囲のノ イズ対策を実施し て く だ さい。

･周囲金属の影響を確認し、 交信距離が確保されるよ う に し て く だ さい。

点滅表示 OD3 ア ド レスエ ラー ：

ア クセスア ド レス設定スイ ッ チ

の処理領域に、 RFタ グのメ モ リ

領域外を指定し た。

ア クセスア ド レス設定スイ ッ チの指定領域をRFタグのメ モ リ領域と合わせて く

だ さい。

点滅表示 OD4 ラ イ ト プロテ ク ト エラー ：

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定

領域に書込み実施を指示し た。

･書込み領域を ラ イ ト プロテ ク ト 領域以外にするよ う に し て く だ さ い。

･ ト リ ガモー ド 1 も し く はオー ト モー ド 1にてラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効に し て

書込みを実施し て く だ さい。 (ラ イ ト プロテ ク ト 機能をご使用されない場合)

点滅表示 OD8 RFタグエラー① ：

IDフ ラグセンサの対象外のRFタ

グが使用された。

IDフ ラグセンサの対象のRFタグをご使用 く だ さ い。

点滅表示 OD9 RFタグエラー② ：

IDフ ラグセンサの対象外のRFタ

グが使用された。

点滅表示 OD10 RFタグエラー③ ：

IDフ ラグセンサの対象外のRFタ

グが使用された。

点滅表示 OD5 ハー ド データ エ ラー ：

省配線リー ド モー ド時(DATA 　

READ2)に、 読出し し たRFタ グの

データがオール“0”あるいは、

オール“1”にな っている。

ア クセスア ド レス設定スイ ッ チで設定し たア ド レスのRFタ グのデータの内容を

オール“0”、 オール“1”以外に変更する。

注. 点滅表示は0.3秒ご と に点滅し ます。 (0.3秒点灯、 0.3秒消灯)

16連LED表示と エ ラー終了出力(ERR)/外部データ出力(OD0～OD15)によ り、IDフ ラグセンサの異常状態を確認

し、 対処し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第6章
ト ラ ブルシューテ ィ ング
異常と対策

IDフ ラグセンサの ト ラ ブルの主な発生原因と し ては次の4項目が考えられます。

■ ノ イズの影響
ノ イズによ り システムが誤動作する場合は、 下表を参考の う え適切な ノ イズ対策を行って く だ さい。

No. 不具合の発生状況 推定原因 対策

1
大容量のモータ、 ト ラ ンス、 コ ンデ

ンサなどの電源投入時に発生

大容量負荷の突入電流による電

源系統の瞬時電圧降下

電源設備の容量ア ッ プや電源ケーブルのサイ

ズア ッ プを行う。

上記による コ モンモー ド ノ イズ

・ 1 ： 1の非接地式絶縁 ト ラ ンスを介し て電源

を供給する。

・ 他の大容量負荷との接地は共用を避け、 単

独にD種接地とする。 (下図①)

2 不定期的に発生 電源に重畳し ている ノ イズ
1 ： 1の非接地式絶縁 ト ラ ンスまたはノ イズ

フ ィ ルタ を介し て電源を供給する。 (下図②)

3
入力信号OFF時にONし ているよ う な

誤動作
入力配線への誘導ノ イズ

・ 入力信号は他の動力線など とは離し て配線

する。

・ ノ イズの影響が大きい場合は接地された金

属線管に入れるか、 シールド ケーブルを使

用する。

･ノ イズの影響･･････････････････ノ イズ対策を施し て く だ さい。

･外部機器の故障

･IDフ ラグセンサの故障

･その他

･･･････修理が必要です。
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第6章
ト ラ ブルシューテ ィ ング
保守と点検

IDフ ラグセンサの機能を最良の状態でご使用いただ く ため、 日常あるいは定期的に点検し て く だ さい。

ID フ ラグセンサは、 主に半導体部品によ り構成されてお り ますが、 環境や使用条件によ っ ては以下のよ う な

不具合が予想されます。

(1)過電圧、 過電流による素子の劣化

(2)周囲温度の高い場所での使用による長期的なス ト レスでの素子の劣化

(3)湿度、 塵埃による絶縁性の劣化やコネク タの接触不良

(4)腐食性ガスによる コネク タの接触不良や素子の腐食

■ 点検項目
No. 点検項目 点検内容 判定基準 備考

1

電源電圧変動 (1)電源端子台で判定し基準内であるか 電源電圧の仕様範囲内 テス タ

(2)ひん繁な瞬時停電や急激な電圧の昇降はな

いか

電圧変動範囲内である こ と 電源

アナラ イザ

2

周囲環境

最高最低温度計

湿度計

(イ)温度 (イ)仕様の範囲内 (イ)-10～+55℃

(ロ)湿度 (ロ)仕様の範囲内 (ロ)25～85%RH

(ハ)振動 ・ 衝撃 (ハ)機械からの振動や衝撃が伝わらないか (ハ)仕様範囲内である こ と

(ニ)塵埃 (ニ)IDフ ラグセンサに塵埃や異物が付着、 堆

積し ていないか

(ニ)ないこ と

(ホ)腐食性ガス (ホ)金属部の変色や腐食はないか (ホ)ないこ と

3

盤の状態

－

(イ)通風はできているか (イ)自然通風、 強制通風、 冷却などができて

いるか

(イ)通風できていて盤内温度

は-10～+55℃

(ロ)密閉構造ではパッ キ

ンが痛んでいないか

(ロ)盤に取付けられたパッ キンが外れた り、

痛んでいないか

(ロ)痛んでいないこ と

4

入出力用電源

(イ)電圧変動

(ロ)リ ッ プル

各入出力の端子台で測定し基準内であるか 仕様範囲内である こ と
テス タ

オシロスコープ

5 取付け状態

(1)各装置はし っかり固定されているか 緩みのないこ と －

(2)各コネク タ類は完全に挿入されているか ロ ッ ク、 ねじ締めができて

いる こ と
－

(3)端子台のねじは緩んでいないか 緩みのないこ と －

(4)配線は切れかかっていないか 切れかかっていないこ と －

(5)RFタグと アンテナ間が仕様範囲内か 仕様範囲内である こ と －

6 RFタグの寿命確認
RFタグの書換え回数をお客様にて管理し て く

ださい。

書換え回数が保証範囲を超

えていないこ と
－

RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品仕様

IDフ ラグセンサ

■ 一般仕様

 イ ン ターフ ェースケーブル

＜形V680-HAM91/-HAM81＞

項目 形式 形V680-HAM91/形V680-HAM81

電源電圧 DC24V(-15%～+10%) リ ッ プル(p-p)10%含む

消費電力 3.5W(DC24V,150mA max ： 外部入出力ラ イ ンの電流は除 く )

使用周囲温度 -10℃～+55℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+65℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 25～85%RH(結露なき こ と, 85%RHでは周囲温度40℃以下のこ と)

絶縁抵抗 端子一括(FG除 く )と ケース+FG端子間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 端子一括(FG除 く )とケース+FG端子間に印加

耐振動性 10Hz～150Hz、 複振幅0.2mm、 加速度15m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引8分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 150m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 90×30×65mm(突起部を除 く )

保護構造 IP40(IEC60529規格)

材質 PC+ABS

質量 約130g

取付方法 DINレール

＜形V680-A60 2M/5M/10M＞

仕様 ケーブル長 形式

イ ン ターフ ェースケーブル

(コネク タ ： 26ピン-単線)

2m 形V680-A60 2m

5m 形V680-A60 5m

10m 形V680-A60 10m

* コネク タは非防水タ イプ

* ケーブルの最大延長距離は10m
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 入出力仕様

入出力回路図

入出力ラ イ ンの接続について

・ 無接点出力をご使用になる場合

無接点出力で1A以上の最大開閉能力のものを使用された場合、 出力の負荷容量の影響による信号の立上り /立下りの

遅れが発生し、 IDフ ラグセンサが正常に入力を取り込めな く なる外部入出力異常が発生する恐れがあ り ます。 機器の

選定時には、 信号遅れの影響がないよ う にご注意 く だ さい。

・ 有接点出力をご使用になる場合

出力のチャ タ リ ング、 最小開閉能力にご注意 く だ さい。

・出力に誘導負荷など、雑音を発生しやすい電子機器を接続される場合は、ダイオー ド を負荷に並列に接続し て く ださい。

ダイオー ドはカ ソー ド側を電源のプ ラス側に接続し て く だ さい。

項目 形V680-HAM91 形V680-HAM81

入力仕様 ト ラ ンジス タ出力

短絡電流 ： 3mA(TYP)(IN端子と0V短絡時)

OFF電圧 ： DC15～30V、 ON電圧 ： DC0～5V

入力イ ンピーダンス 8.2kΩ

印加電圧 DC30V(max.)

出力仕様 NPNオープン コ レ ク タ出力

DC30V、 20mA(max.)

残留電圧 2V以下

PNPオープン コ レ ク タ出力

DC30V、 20mA(max.)

残留電圧 2V以下

＜形V680-HAM91＞

入力回路 出力回路

＜形V680-HAM81＞

入力回路 出力回路

DC24V

IN

Tr

8.2kΩ

0V

主回路 主回路

OUT

0V

DC24V

INTr

8.2kΩ

0V

主回路 主回路

DC24V

0V

OUT
RFID システム
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■ 外形寸法
＜形V680-HAM91/-HAM81＞

 イ ン ターフ ェースケーブル(別売)

＜形V680-A60 2M/5M/10M＞

8
.7

74.8

71.8

65.75

61.75

4-スイ ッ チ
3
0

1
4
.7

4

21-動作表示灯 7×
2
.1

＝
1
4.

7
4-スイ ッ チ18.95

30.25

41.55

52.85

108.26

90

コネク タ

6
5

12

(5.5)

コネク タ

38.5

(単位 ： mm)

(単位 ： mm)

320
20±5 20±5 20±5 20±5

35±5 14.4 1 6.1

37
.6

コネク タ ： 形XG5M-2632-N

ビニル絶縁丸型コー ドφ9 (7/φ0.2: AWG24) 23芯

L10
+50

形式 L1長さ(mm)

形V680-A60 2M 2,000

形V680-A60 5M 5,000

形V680-A60 10M 10,000

* コネク タは非防水タ イプ

* ケーブル最大延長距離は10M
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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アンテナ

■ 形V680-HS51

一般仕様

外形寸法

項目 形式 形V680-HS51

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529:2001)

耐油 IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)* (アンテナ部)

※コネク タ部は、 防水仕様ではあ り ません。

耐振動性 10Hz～2,000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引15

分間で10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 1,000m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 M12×35mm

材質 ABS/黄銅/エポキシ樹脂充填

質量 約55g

ケーブル長 標準2m

* 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)

17

取付穴加工寸法

φ12.5

φ21

M12×1

歯付座金

2-締付ナ ッ ト

7

24

33
35

φ
9
.6

1
2

1
5

(φ
1
4
.5

)

(φ
1
6
.8

)
フ ェ ラ イ ト コ ア コネク タ

同軸ケーブル φ2.9 標準長さ2m

絶縁カバー

25 50

26.2

(単位 ： mm)
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■ 形V680-HS52-W/R

一般仕様

項目 形式 形V680-HS52-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS52-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括と ケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)*2.

IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引8分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 M22×65mm

材質 ABS/黄銅/エポキシ樹脂充填

質量 約850g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

*1 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

*2 IDフ ラグセンサは防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。
RFID システム
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外形寸法

＜形V680-HS52-W＞

＜形V680-HS52-R＞

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )

φ22.5

取付穴加工寸法

アンテナ部

φ35

30

2-歯付座金

2-締付ナ ッ ト

M22×1

動作表示灯 フ ェ ラ イ ト コア

コネク タ
37

7

47.6

50
57

65

30 50

φ
1
9
.8

φ
1
6
.5

φ
1
4
.5

φ
16

.8

同軸ケーブル φ5.5 標準長さ2m 絶縁カバー

(単位 ： mm)

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)

φ22.5

取付穴加工寸法

アンテナ部

φ35

30

2-歯付座金

2-締付ナ ッ ト

M22×1

動作表示灯 フ ェ ラ イ ト コ ア

コネク タ
(39.5)

7

47.6

50
57

65

30 50

φ
1
9
.8

φ
1
6
.5

φ
1
4
.5

φ
1
6
.8

同軸ケーブル φ5.3 標準長さ2m 絶縁カバー

(単位 ： mm)
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■ 形V680-HS61

一般仕様

外形寸法

＜形V680-HS61＞

項目 形式 形V680-HS61

(標準ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括と ケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引11分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 18×30.5×10mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約68g

ケーブル長 標準2m

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)
RFID システム
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■ 形V680-HS63-W/R

一般仕様

項目 形式 形V680-HS63-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS63-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括と ケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)*2.

IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引11分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 40×53×23mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約850g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

*1 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

*2 IDフ ラグセンサは防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。
RFID システム
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外形寸法

＜形V680-HS63-W＞

＜形V680-HS63-R＞

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )

注1.取付穴加工寸法

アンテナ部

4
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6

動作表示灯

フ ェ ラ イ ト コア

コネク タ
37

27
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φ
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φ
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φ
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.8

同軸ケーブル φ5.5 標準長さ2m 絶縁カバー

5 2
8±

0
.1

コ イル中心

2-M4 OR φ4.5

(単位 ： mm)

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)

注1.取付穴加工寸法
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4
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■ 形V680-HS65-W/R

一般仕様

項目 形式 形V680-HS65-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS65-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -25℃～+70℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+85℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括と ケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)*2.

IP67(IEC60529:2001)

IP67G相当(JIS C 0920:2003 付属書1)*1 (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引11分間で

10回掃引加え異常なき こ と

10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引11分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 100×100×30mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約1100g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

*1 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

*2 IDフ ラグセンサは防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。
RFID システム
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＜形V680-HS65-W＞

＜形V680-HS65-R＞

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )
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RFタグ

■ 形V680-D1KP52MT

一般仕様

項目 形式 形V680-D1KP52MT

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 　 0.5年(～125℃) 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10Hz～2,000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引15分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 φ8×5mm

材質 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約0.5g

金属対応 あ り

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。
RFID システム
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外形寸法

形V680-D1KP52MTを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コマン ド を使用する場合、 IDコー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

 RFタグの耐熱性

･高温下での保存は内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1,000サイ クル

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル

高温保存 +150℃ 1,000時間

+180℃ 200時間

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

φ8
R0.20

-0.1

5
0
-0.1 (単位 ： mm)
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■ 形V680-D1KP52M-BT01

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP52M-BT01

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 17HEX × 9.5mm 、 ねじ部 ： M10×10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース(RFタグ) ： PPS樹脂 　 充填樹脂(RFタグ) ： エポキシ樹脂

質量 約25g

金属対応 あ り

* 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D1KP52M-BT11

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP52M-BT11

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 13HEX × 7mm 、 ねじ部 ： M8×10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース(RFタグ) ： PPS樹脂 　 充填樹脂(RFタグ) ： エポキシ樹脂

質量 約10g

金属対応 あ り

* 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
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■ 形V680-D1KP53M

一般仕様

外形寸法

形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP53M

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 　 0.5年(～125℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 φ10×4.5mm (DIN698373準拠)

材質 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約1.0g

金属対応 あ り

* 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

φ10

6-R0.8 (単位 ： mm)

C0.5

4.5
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■ 形V680-D1KP54T

一般仕様

外形寸法

形V680-D1KP54T

コ イ ン型RFタグには方向性はあ り ませんので、 どち ら向きに取り付けていただいてもかまいません。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP54T

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP67(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 φ20×2.7mm

材質 PPS樹脂

質量 約2g

金属対応 な し

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。

OMRON

ケース材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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形V700-A80(ア タ ッ チ メ ン ト )

 RFタグの耐熱性

･高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1000サイ クル ： 不良数 0/22個

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル ： 不良数 0/22個

高温保存 +150℃ 1000時間 ： 不良数 0/22個

+180℃ 200時間 ： 不良数 0/22個

材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T/-D1KP66MT

一般仕様

形V680-D1KP66MTは金属直取付け専用です。 形V680-D1KP66T/MTの表示は下図のよ う にな り ます。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コマン ド を使用する場合、 IDコー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP66T 形V680-D1KP66MT

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 　 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 34×34×3.5mm

材質 成形 ： PPS樹脂

質量 約6g 約7.5g

金属対応 な し あ り

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

●形V680-D1KP66MT ●形V680-D1KP66T
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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外形寸法

＜形V680-D1KP66T/-D1KP66MT＞

＜形V600-A86(ア タ ッ チ メ ン ト )＞

 RFタグの耐熱性

･高温下での保存は内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1,000サイ クル

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル

高温保存 +150℃ 1,000時間

+180℃ 200時間

ケース材質 PPS樹脂

34 32

34

32

4-R4 25±0.2

25±0.2

4-R8

3.5±0.1

2-φ6

2-φ3.5
25±0.2

25±0.2

2-M3
取付け穴加工寸法 (単位 ： mm)

ケース材質 PPS樹脂

37 34 15

37

34

15

25±0.2

25±0.2

4-R5.5 2-φ4

16

10

25±0.2

25±0.2

2-M3

3.5

4

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T-SP

一般仕様

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

外形寸法

項目 仕様

メ モ リ容量 1,000バイ ト

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 10年(85℃以下) 　 0.5年（～110℃）

データ書換え回数 10万回(25℃) (各ブロ ッ ク毎)

使用周囲温度 交信時 ： -25～+70℃(氷結なき こ と)

非交信時 ： -40～+110℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

保存周囲温度 -40～+110℃(氷結なき こ と)

保存周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

耐振動性 10Hz～2,000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引15分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 95×36.5×6.5mm(突起物を除 く )

保護構造 IP67(IEC60529:2001)

材質 外装樹脂 ： フ ッ素樹脂(PFA)

RFタグ本体 ： PPS樹脂

重量 約20g

取付方法 M5ねじ2点止め

金属対応 な し

(単位 ： mm)

ケース材質 PFA樹脂
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D1KP58HTN

一般仕様

外形寸法

＜形V680-D1KP58HTN＞

＜形V680-A80(ア タ ッ チ メ ン ト )＞

この製品は、 形V680-D1KP58HTNを固定するための専用ア タ ッ チ メ ン ト です。

対象形式 ： 形V680-D1KP58HTN

項目 形式 形V680-D1KP58HTN

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+250℃(氷結なき こ と)

(データ保持 ： -40℃～+125℃)

保存周囲湿度 制限な し

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

材質 外装部 ： PPS樹脂

質量 約70g

* 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

(単位 ： mm)

ケース材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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高温での使用について(形V680-D1KP58HTN)

データ保持時間

･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRF タグを使用する場合、 RF タグにデータ を書き込

んでから、使用累積時間10時間を超える とRFタグの内部データ消える恐れがあ り ます。 使用累積時

間が10時間を越える前に必ず、 データ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･使用周囲温度85℃以上での高温環境下では、アンテナとRFタグ間での交信不良が発生する恐れがあ

り ます。アンテナとRFタグ間の交信は使用周囲温度85℃以上での高温環境下では行わないで く だ さ

い。

･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRFタグを使用する とUID(RFタグ固有の識別番号)が

消える恐れがあ り ます。125℃を超える高温環境下ではUIDを使用する コ マン ドは使用し ないで く だ

さい。

使用累積時間について

RFタグが高温環境下に置かれていた時間の合計時間を指し ます。

データ保持時間のリ セ ッ ト 手順

RFタグが高温環境下に置かれていた時間の合計時間を指し ます。

使用累積時間が10時間を越える前に必ず、 下記の手順でデータ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

<RFタグ メ モ リのア ド レス0120Hex番地から3バイ ト を使用し ている場合>

①RFタグの0120Hex番地から3バイ ト のデータ を読出し ます。

②読み出し たデー タ を RF タ グの0120Hex番地から 3バイ ト 書

き込みます。

データ保持時間はデータ を書き込んだRFタグ メ モ リのみリ セ ッ ト されます。

データ保持時間を リ セ ッ ト する場合は、 使用し ているRFタグ メ モ リすべてに同一データ を書き込んで く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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耐熱性

高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

RFタグを以下の高温環境下に置き、 社内評価を行い問題なき こ と を確認し てお り ます。

1) 常温/200℃ 　 各30分を1サイ クルと し て 　 2,000サイ クル

2) 250℃ 　 500時間

IDコ ン ト ローラの設定

RFタグ形V680-D1KP58HTNをご利用いただ く お客様が、 旧IDコ ン ト ローラ形V680-CA1D/-CA2Dと現

行機種のID コ ン ト ローラ を併用される場合は、 現行機種のID コ ン ト ローラの 「タ グ メ モ リ設定」 を

CA1Dモー ド に設定し てお使い く だ さい。

RFタグ 形V680-D1KP58HTのみ使用 形V680-D1KP58HTと

形V680-D1KP58HTNを併用

形V680-D1KP58HTNのみ使用

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA1D/-CA2Dのみ

使用

設定変更な し 設定変更な し 設定変更な し

形V680-CA1D/-CA2Dと

現行機のIDコ ン ト ローラ を

併用

設定変更な し 現行機種のIDコ ン ト ローラ を

CA1Dモー ド に変更

現行機種のIDコ ン ト ローラ を

CA1Dモー ド に変更

現行機種のIDコ ン ト ローラ

のみ使用

設定変更な し 設定変更な し 設定変更な し

※現行機種のIDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2/-CA5D02-V2

形V680-CH1D/-CHUD/-CH1D-PSI

形CS1W-V680C11/-V680C12

形CJ1W-V680C11/-V680C12
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 103
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■ 形V680-D2KF52M

一般仕様

外形寸法

形V680-D2KF52Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D2KF52M

メ モ リ容量 2,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎1兆回(85℃以下) 　 ア クセス回数*1 ： 1兆回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 φ8×5mm

材質 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約0.5g

金属対応 あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

φ8
R0.20

-0.1

5
0
-0.1 (単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D2KF52M-BT01

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D2KF52M-BT01

メ モ リ容量 2,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎1兆回(85℃以下) 　 ア クセス回数*1 ： 1兆回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 17HEX × 9.5mm、 ねじ部 ： M10 × 10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約25g

金属対応 あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D2KF52M-BT11

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D2KF52M-BT11

メ モ リ容量 2,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎1兆回(85℃以下) 　 ア クセス回数*1 ： 1兆回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 13HEX × 7mm、 ねじ部 ： M8 × 10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約10g

金属対応 あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D8KF67/67M

一般仕様

形V680-D8KF67Mは金属直取付け専用です。 形V680-D8KF67/67Mの表示は下図のよ う にな り ます。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D8KF67 形V680-D8KF67M

メ モ リ容量 8,192バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(70℃以下) 　 6年(～85℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎100億回(85℃以下) 　 アクセス回数*1 ： 100億回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+85℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 40×40×4.5mm

材質 ケース ： PBT樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約8g 約8.5g

金属対応 な し あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。
RFID システム
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形V680-D8KF67/67M

ケース材質 PBT樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)8 80.2

5.2
13.2

16

16

16

16

40
+0.1
-0.5

40
+0.1
-0.5

取り付け用穴
2-φ3.5

4.5

2

85.2

13.2

8

取付け基準面

32±0.2

32±0.2

取付け穴加工寸法

2-M3
RFID システム
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■ 形V680-D8KF68/-D32KF68

一般仕様

項目 形式 形V680-D8KF68 形V680-D32KF68

メ モ リ容量 8,192バイ ト (ユーザエ リ ア) 32,744バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(70℃以下)

6年(～85℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎100億回(85℃以下) 　 アクセス回数*1 ： 100億回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+85℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP67(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引11分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 86×54×10mm

材質 ケース ： PBT樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約50g

金属対応 な し

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。
RFID システム
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＜形V680-D8KF68/-D32KF68＞

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

＜形V680-A81(ア タ ッ チ メ ン ト )＞

ケース材質 PBT樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

取り付け用穴
(単位 ： mm)

2-φ4.5

10

10

4
4
±

0.
2

54

76±0.2
86

取付け用加工寸法

2-M4

4
4

76

10 5

ケース材質 PBT樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

取り付け用穴
(単位 ： mm)

2-φ4.5

4
4
±

0
.2

5
4

76±0.2
86

取付け用加工寸法

2-M4

4
4

76

1
0

RFID システム
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■ 形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D8KF67/-D8KF67M

一般仕様

形V680S-D2KF67M/-D8KF67Mは金属直取付け専用です。

形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D8KF67/-D8KF67Mの表示は下図のよ う にな り ます。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

形V680S-D8KF67/-D8KF67Mを使用する場合、 2014年10月以後のIDフ ラグセンサをご使用 く だ さい。

項目 形式 形V680S-D2KF67 形V680S-D2KF67M 形V680S-D8KF67 形V680S-D8KF67M

メ モ リ容量 2,000バイ ト (ユーザエ リ ア) 8,192バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎1兆回(85℃以下) 　 ア クセス回数*1 ： 1兆回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

IPX9K(DIN 40 050規格)

耐振動性 10～2,000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 40×40×5mm

材質 成形 ： PPS樹脂

質量 約11.5g 約12g 約11.5g 約12g

金属対応 な し あ り な し あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

●形V680S-D2KF67M/-D8KF67M ●形V680S-D2KF67/-D8KF67
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 111
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ケース材質 PPS樹脂
RFID システム
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■ 形V680S-D2KF68/-D2KF68M/-D8KF68/-D8KF68M

一般仕様

形V680S-D2KF68M/-D8KF68Mは金属直取付け専用です。

形V680S-D2KF68/-D2KF68M/-D8KF68/-D8KF68Mの表示は下図のよ う にな り ます。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

形V680S-D8KF68/-D8KF68Mを使用する場合、 2014年10月以後のIDフ ラグセンサをご使用 く だ さい。

項目 形式 形V680S-D2KF68 形V680S-D2KF68M 形V680S-D8KF68 形V680S-D8KF68M

メ モ リ容量 2,000バイ ト (ユーザエ リ ア) 8,192バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 FRAM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎1兆回(85℃以下) 　 ア クセス回数*1 ： 1兆回

使用周囲温度 -20℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH

保護構造 IP68(IEC60529:2001)、 耐油 IP67G相当 （JIS C 0920:2003 付属書1） *2

IPX9K(DIN 40 050規格)

耐振動性 10～500Hz 複振幅1.5mm 加速度100m/s2

XYZ各方向 　 各11分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 86×54×10mm

材質 成形 ： PPS樹脂

質量 約44g 約46g 約44g 約46g

金属対応 な し あ り な し あ り

*1 アクセス回数とはリー ド またはラ イ ト の合計交信回数をいいます。

*2 当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。

●形V680S-D2KF68M/-D8KF68M ●形V680S-D2KF68/-D8KF68
RFID システム
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交信距離仕様

■ 形V680-D1KP52MT

形V680-D1KP52MTを金属に埋め込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS51

形V680-D1KP52MT
リー ド 0.5～6.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～6.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52

形V680-D1KP52MT
リー ド 0.5～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61

形V680-D1KP52MT
リー ド 0.5～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP52MT
リー ド 0.5～12.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～9.5mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 115
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■ 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS51 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
リー ド 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
リー ド 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D1KP53M

形V680-D1KP53Mを金属に埋め込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS51

形V680-D1KP53M
リー ド 0.5～6.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～6.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52

形V680-D1KP53M
リー ド 0.5～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61

形V680-D1KP53M
リー ド 0.5～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS51

形V680-D1KP53M

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

金属

形V680-HS52

形V680-D1KP53M

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

非金属

形V680-HS51

形V680-D1KP53M金属

形V680-HS52

形V680-D1KP53M非金属

金属

金属
RFID システム
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■ 形V680-D1KP54T

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680-D1KP54T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680-D1KP54T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP54T
リー ド 0～24.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP54T
リー ド 0～33.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～28.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D1KP66T

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680-D1KP66T
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680-D1KP66T
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP66T
リー ド 5.0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP66T
リー ド 5.0～47.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66MT

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～14.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～14.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

金属
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T-SP

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 1.0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～37.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D1KP66T-SP

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680-HS52

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

非金属

形V680-HS63

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680-D1KP66T-SP

非金属

形V680-D1KP66T-SP

形V680-HS65

金属
RFID システム
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■ 形V680-D1KP58HTN

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS65 形V680-D1KP58HTN
リー ド 0.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0.0～50.0mm(軸ずれ±10mm)

非金属金属

形V680-D1KP58HTN

形V680-HS65

交信距離
RFID システム
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■ 形V680-D2KF52M

形V680-D2KF52Mを金属に埋め込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS51

形V680-D2KF52M
リー ド 0.5～5.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～5.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52

形V680-D2KF52M
リー ド 0.5～8.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61

形V680-D2KF52M
リー ド 0.5～8.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～8.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D2KF52M
リー ド 0.5～9.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～9.5mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 123
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■ 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63B

形V680-HS51 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11
リー ド 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11
リー ド 0.5～2.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.0mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D8KF67

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680-D8KF67
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D8KF67
リー ド 0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D8KF67
リー ド 0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D8KF67

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680-HS52

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

非金属

形V680-HS63

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

金属

形V680-D8KF67

非金属

形V680-D8KF67

形V680-HS65
RFID システム
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■ 形V680-D8KF67M

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52
形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63
形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65
形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D8KF67M

形V680-HS52

非金属

形V680-HS63

金属

形V680-D8KF67M

非金属

形V680-D8KF67M

形V680-HS65

金属

金属

金属
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D8KF68/-D32KF68

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS63

形V680-D8KF68
リー ド 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D8KF68

RFタグにア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)を取付けた場合(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D32KF68
リー ド 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D32KF68

RFタグにア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)を取付けた場合(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65

形V680-D8KF68
リー ド 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D8KF68

RFタグにア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)を取付けた場合(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D32KF68
リー ド 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D32KF68

RFタグにア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)を取付けた場合(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-D8KF68/-D32KF68

形V680-HS63

金属

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラ スチ ッ ク、 木材など)

形V680-HS65

金属

形V680-D8KF68
形V680-D32KF68

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680-D8KF68/-D32KF68

形V680-HS63

金属

金属

形V680-HS65

金属

形V680-D8KF68
形V680-D32KF68

形V680-A81
(ア タ ッ チ メ ン ト )

形V680-A81
(ア タ ッ チ メ ン ト )

金属
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 127
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■ 形V680S-D2KF67

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680S-D2KF67
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680S-D2KF67
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680S-D2KF67
リー ド 7.0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 7.0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D2KF67
リー ド 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680S-D2KF67M

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52
形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61
形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63
形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 6.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 6.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65
形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 129



130

第
 7

 章
特

性
デ

ー
タ

第7章
付録
■ 形V680S-D2KF68

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS63 形V680S-D2KF68
リー ド 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D2KF68
リー ド 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680S-D2KF68

形V680-HS63

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など) 非金属

(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680S-D2KF68

金属

形V680-HS65

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680S-D2KF68M

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS63 形V680S-D2KF68M
リー ド 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D2KF68M
リー ド 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680S-D2KF68M

形V680-HS63

金属
金属

形V680S-D2KF68M

金属

形V680-HS65

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 131
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■ 形V680S-D8KF67

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52 形V680S-D8KF67
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680S-D8KF67
リー ド 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680S-D8KF67
リー ド 7.0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 7.0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D8KF67
リー ド 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～42.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680S-D8KF67M

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS52
形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61
形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 1.0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63
形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 6.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 6.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65
形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～25.0mm(軸ずれ±10mm)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 133
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■ 形V680S-D8KF68

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS63 形V680S-D8KF68
リー ド 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～45.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D8KF68
リー ド 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～75.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680S-D8KF68

形V680-HS63

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など) 非金属

(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

形V680S-D8KF68

金属

形V680-HS65

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680S-D8KF68M

測定条件

アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HS63 形V680S-D8KF68M
リー ド 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～35.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680S-D8KF68M
リー ド 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 5.0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680S-D8KF68M

形V680-HS63

金属
金属

形V680S-D8KF68M

金属

形V680-HS65

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 135
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交信領域特性(参考)

■ 形V680-D1KP52MT

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.115
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D1KP52MT-BT01/-D1KP52MT-BT11

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.116
RFID システム
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■ 形V680-D1KP53M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.117
RFID システム
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■ 形V680-D1KP54T

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、 周囲温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.118
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.119
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66MT

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.120
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T-SP

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.121
RFID システム
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■ 形V680-D1KP58HTN

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.122
RFID システム
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■ 形V680-D2KF52M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.123
RFID システム
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■ 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.124
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■ 形V680-D8KF67

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.125
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■ 形V680-D8KF67M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.126
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■ 形V680-D8KF68/-D32KF68

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.127
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 7

 章
特

性
デ

ー
タ
第7章
付録
■ 形V680S-D2KF67

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.128
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■ 形V680S-D2KF67M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.129
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■ 形V680S-D2KF68

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.130
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■ 形V680S-D2KF68M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.131
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■ 形V680S-D8KF67

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.132
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■ 形V680S-D8KF67M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.133
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■ 形V680S-D8KF68

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.134
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■ 形V680S-D8KF68M

交信領域については参考値です。 交信距離仕様については、 この章の 「交信距離仕様」 を参照し て く だ さい。

RFタグ、周囲温度の影響、周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、設置の際には十分確認を行って く だ さい。

p.135
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交信時間(参考)
こ こでの交信時間とは、IDフ ラグセンサが処理を実行する タ イ ミ ング(RFタグがアンテナの交信可能領

域に入った タ イ ミ ング)から正常終了の結果が出力されるまでの時間です。

■ 交信時間(参考)

■ RFタグの移動速度 ： オー ト モー ド
移動中のRFタグと交信する場合は、 オー ト モー ド を指定し ます。 この場合、 IDフ ラグセンサの交信領

域と交信時間を把握する こ と によ っ て、 ラ イ ンにおけるRF タグの移動速度( コ ンベア速度)を計算でき

ます。

交信領域内移動距離(D)は、 ご使用になるアンテナ と RF タ グの交信領域図または実測によ り算出し ま

す。

＜計算例＞
形V680-D1KP66Tと形V680-HS63の組み合わせで リー ド処理の場合

注1. 移動速度は、 交信距離Y、 および軸ずれなどで変わり ますので交信領域図を参照し て、 最も領域が広い部分で使用する

こ と をお奨めし ます。

2. この計算値は目安です。 事前に実機テス ト を行ってから採用し て く だ さい。

3. この計算式には交信エラーの処理等の影響は含まれていません。

リー ド ラ イ ト

RFタグ種

別

動作モー ド

データ リー ド モー ド

ベ リ フ ァ イ リー ド モー ド

2バイ ト ラ イ ト モー ド

1バイ ト ラ イ ト モー ド

ビ ッ ト セ ッ ト モー ド

ビ ッ ト ク リ アモー ド

形V680-D1KP□□

形V680-D2KF□□

形V680S-D2KF□□

43msec 87msec

形V680-D8KF□□

形V680-D32KF68
50msec 84msec

形V680S-D8KF□□ 38msec 120msec

RFタグの移動速度(コ ンベア速度) = 
交信時間(T)

交信領域内移動距離(D)

交信エ リ ア

移動方向

(単位 ： mm)

RFタグの移動速度(m/分) = 
43(msec)

50(mm)
≒ 69(m/min)
RFID システム
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参考データ ： アンテナ ・ RFタグの取り付け

アンテナ取り付け時の注意事項

■ 形V680-HS51

 アンテナの周囲金属の影響(参考)

金属への埋め込み、 取り付けの際は交信面よ り周囲金属が出ないよ う にし て く だ さい。

 アンテナの相互干渉(参考)

複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間

隔を確保し て く だ さい。

R18以上

40mm以上

アンテナ

7mm以上

周囲金属
(鉄)

φ120(±60mm)以上

アンテナ

周囲金属
(鉄)

φ12mm

交信距離

の低下率

約50%

ケーブルの曲げ半径は18mm以上確保し て く だ さい。 アンテナ周辺に、 交信面まで金属がある場合は非金属に
取り付けた場合と比べて交信距離が約50%低下し ます。

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-HS52

 アンテナの周囲金属の影響(参考)

金属への埋め込み、 取り付けの際は交信面よ り周囲金属が出ないよ う にし て く だ さい。

 アンテナの相互干渉(参考)

複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間

隔を確保し て く だ さい。

R22以上

60mm以上

アンテナ

15mm以上

周囲金属
(鉄)

φ130(±65mm)以上

アンテナ

周囲金属
(鉄)

φ22mm

交信距離

の低下率

約50%

ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て く だ さい。 アンテナ周辺に、 交信面まで金属がある場合は非金属に
取り付けた場合と比べて交信距離が約50%低下し ます。

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
RFID システム
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■ 形V680-HS61

 アンテナの周囲金属の影響(参考)

アンテナは表面取り付けの他に、 衝突防止のため、 金属へ埋め込むこ とができます。

この場合、 周囲金属との距離は誤動作を防止するため、 60mm以上離し て く だ さい。 周囲金属と アンテ

ナ間が60mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さ方向が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 アンテナの相互干渉(参考)

複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間

隔を確保し て く だ さい。

ケーブルの曲げ半径は18mm以上確保し て く だ さい。注1.

周囲金属と アンテナ間の距離が60mm以下の場合、 交
信距離が大幅に低下し ます。

2.

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-HS63

 アンテナの周囲金属の影響(参考)

アンテナは表面取り付けの他に、 衝突防止のため、 金属へ埋め込むこ とができます。

この場合、 周囲金属との距離は誤動作を防止するため、 30mm以上離し て く だ さい。 周囲金属と アンテ

ナ間が30mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さ方向が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 アンテナの相互干渉(参考)

複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間

隔を確保し て く だ さい。

R22以上

60mm以上

23mm

金属

以
下

金
属

30mm
以上 30mm

以上

30mm以上

30mm以上ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て く だ さい。注1.

周囲金属と アンテナ間の距離が30mm以下の場合、 交
信距離が大幅に低下し ます。

2.

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
RFID システム
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■ 形V680-HS65

 アンテナの周囲金属の影響(参考)

アンテナは表面取り付けの他に、 衝突防止のため、 金属へ埋め込むこ とができます。

この場合、 周囲金属との距離は誤動作を防止するため、 100mm以上離し て く だ さい。 周囲金属と アン

テナ間が100mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さ方向が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 アンテナの相互干渉(参考)

複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間

隔を確保し て く だ さい。

R22以上

60mm以上

30mm

金属

以
下

金
属

100mm
以上

100mm以上

ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て く だ さい。注1.

周囲金属と アンテナ間の距離が100mm以下の場合、交
信距離が大幅に低下し ます。

2.
100mm以上

100mm
以上

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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RFタグ取り付け時の注意事項

■ 形V680-D1KP52MT

周囲金属の材質による違い(参考)

周囲/背面金属の材質によ っても交信距離が変わり ますのでご注意 く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

鉄 SUS 黄銅 アル ミ ニウム

形V680-D1KP52MT 100% 85～90% 80～85% 80～85%

注. 周囲/背面金属が鉄の場合を100%と し ています。

25mm以上 25mm以上
RFID システム
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傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP52MTの傾きによる交信距離の変化率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT
0% -1% -5% -10% -15%

形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)
0% 0% 0% -4% -28%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT
0% 0% 0% -2% -6%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)
0% -6% -13% -25% -

形V680-HS63 & 形V680-D1KP52MT
0% -2% -5% -9% -14%

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT ●形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT ●形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680-D1KP52MT
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11の傾きによる交信距離の変化率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
0% -18% -36% - -

形V680-HS52

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
0% -34% -50% - -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

●形V680-HS52 & 

形V680-D1KP52M-BT01-D1KP52M-BT11
RFID システム
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■ 形V680-D1KP53M

周囲金属の材質による違い(参考)

周囲/背面金属の材質によ っても交信距離が変わり ますのでご注意 く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

鉄 SUS 黄銅 アル ミ ニウム

形V680-D1KP53M 100% 90～95% 90～95% 90～95%

注. 周囲/背面金属が鉄の場合を100%と し ています。

25mm以上 25mm以上
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 7

 章
参

考
デ

ー
タ

：
ア

ン
テ

ナ
・

R
F

タ
グ

の
取

り
付

け
第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP53Mの傾きによる交信距離の変化率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M
0% -1% -5% -10% -15%

形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
0% 0% 0% -4% -28%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M
0% 0% 0% -2% -6%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
0% -6% -13% -25% -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M ●形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M ●形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
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第7章
付録
■ 形V680-D1KP54T

背面金属の影響(参考)

形V680-D1KP54TはRF タグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。 金属に取付けて使用

する場合は非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRF タグ～金属面間

の距離と交信距離の関係を示し ます。

専用ア タ ッ チ メ ン ト (形V700-A80)の厚みは8mmです。
RFID システム
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第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

傾きの影響(参考))

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP54Tの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP54T
0% 0% 0% 0% 0%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP54T
0% -1% -1% -2% -4%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP54T
0% -1% -3% -7% -15%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP54T ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP54T

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP54T

80mm以上 80mm以上
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第7章
付録
■ 形V680-D1KP66T

背面金属の影響(参考)

形V680-D1KP66TはRF タグの背面に金属がある場合、 交信距離が低下し ます。 金属に取り付けて使用

する場合は別売りの専用ア タ ッ チ メ ン ト (形V600-A86)を使用するか、 非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など

)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRFタ グ～金属面間の距離と交信距離の関係を示し ます。

専用ア タ ッ チ メ ン ト の厚みは10mmで重ね合わせて使用できます。
●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T

10 20 30 40 50 (mm)0

50

70

周囲金属との距離(x)

交
信
距
離

60

40

30

20
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90

(%)

100

80

)
(

背
面
金
属
取
り
付
け
を

と
し
た
と
き

100%

金属

RFタグ

y

x

●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T

10 20 30 40 50 (mm)0

50

70

周囲金属との距離(x)

交
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距
離

60

40
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90

(%)

100

80
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●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T
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周囲金属との距離(x)
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40
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90
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100

80

)
(
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面
金
属
取
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付
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を

と
し
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100%

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

RFタグ

y

x

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

金
属

RFタグ

y

x

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

金
属

M3皿ねじ

ア タ ッ チ メ ン ト (形V600-A86)の取り付け方

取付穴の位置が重なるよ う に方向合わせを し て く だ さい。注.
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付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP66Tの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -2% -4% -7%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T
0% -2% -3% -5% -9%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -3% -6% -11%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T

100mm以上 100mm以上
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第7章
付録
■ 形V680-D1KP66MT

周囲金属の影響(参考)

形V680-D1KP66MTは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けもできますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

RFタグ

3.5mm以下

金属

埋め込み取り付け
RFタグ

金属

背面取り付け

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66MT

10 20 30 40 50 (mm)0

50

70

周囲金属との距離(x)

交
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離
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取
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●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66MT

10 20 30 40 50 (mm)0
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周囲金属との距離(x)
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●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66MT

10 20 30 40 50 600
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(mm)

金属

RFタグ
x x

100mm以上 100mm以上
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付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP66MTの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -5% -9%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -4% -7% -13%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -6% -15% -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
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第7章
付録
■ 形V680-D1KP66T-SP

背面金属の影響(参考)

形V680-D1KP66T-SPはRFタグの背面に金属がある場合、交信距離が低下し ます。金属に取り付けて使

用する場合は、 非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRF タグ～金属

面間の距離と交信距離の関係を示し ます。
●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T-SP

10 20 30 40 50 (mm)0
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周囲金属との距離(x)
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●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T-SP
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●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T-SP

10 20 30 40 50 (mm)0

50

70

周囲金属との距離(x)

交
信
距
離

60

40

30

20

10

90

(%)

100

80

)
(

背
面
金
属
取
り
付
け
を

と
し
た
と
き

100%

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

RFタグ

y

x

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

金
属

RFタグ

y

x

アンテナ

交信距離

背
面
金
属

金
属

RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 7

 章
参

考
デ

ー
タ

：
ア

ン
テ

ナ
・

R
F

タ
グ

の
取

り
付

け
第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

100mm 100mm

100mm 100mm
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D1KP66T-SPの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -2% -4% -7%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T
0% -2% -3% -5% -9%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -3% -6% -11%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T-SP ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T-SP

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T-SP
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680-D1KP58HTN

背面金属の影響(参考)

RFタグの取付けにおいては、 取付け場所の影響を考慮 く だ さい。

RFタグは周囲部材の影響によ り交信距離が低下する場合があ り ます。 低下の割合は、 周囲部材の材質

や形状によ っ て変化し ます。 参考データ と し て、 RFタグ背面の金属物の影響を示し ます。

＜金属物の影響＞

下図に、 RFタグ背面に金属物を設置し た場合の交信距離の低下の割合を示し ます。

図の横軸は、RFタグ と金属板との距離を示し、縦軸は金属板がない状態での交信距離を100% と し た場

合の相対的な交信距離、 すなわち交信距離の低下率を示し ます。

背面金属
材質 ： 鉄 (t=1.5mm)

形状 ： 295mm×295mm

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

RFタグの取付けにおいては、アンテナの面とRFタグの面が平行になった時に最大の交信距離が得られ

ます。 RFタグが傾けて取付けられた場合交信距離が低下し ます。 RFタ グの取付けにおいては、 RFタグ

の傾きの影響を考慮し て取付けて く だ さい。

参考データ と し て、 RFタグの傾きによる交信距離の低下の割合を図に示し ます。

図の横軸は、 RFタグ面と アンテナ面が平行な場合を0°と し た場合の角度を示し、 縦軸は、 角度が0°

の時の交信距離を100%と し た場合の相対的な交信距離、 すなわち交信距離の低下率を示し ます。

＜形V680-D1KP58HTNの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS65 & 形V680-D1KP58HTN
0% 0% -1% -1% -2% -3% -6% -11% -19% -32%

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP58HTN
RFID システム
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付録
■ 形V680-D2KF52M

周囲金属の材質による違い(参考)

周囲/背面金属の材質によ っても交信距離が変わり ますのでご注意 く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

鉄 SUS 黄銅 アル ミ ニウム

形V680-D2KF52M 100% 80～85% 80～85% 75～80%

注. 周囲/背面金属が鉄の場合を100%と し ています。

25mm以上 25mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D2KF52Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 & 形V680-D2KF52M
0% -2% -6% -12% -22%

形V680-HS51 & 形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)
0% 0% 0% -7% -30%

形V680-HS52 & 形V680-D2KF52M
0% 0% 0% -2% -5%

形V680-HS52 & 形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)
0% -2% -7% - -

形V680-HS63 & 形V680-D2KF52M
0% 0% -1% -4% -9%

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 & 形V680-D2KF52M ●形V680-HS51 & 形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS52 & 形V680-D2KF52M ●形V680-HS52 & 形V680-D2KF52M

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680-D2KF52M
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
付録
■ 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11の傾きによる交信距離の変化率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 

& 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11
0% -32% -50% - -

形V680-HS52

& 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11
0% -32% -42% - -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 

& 形V680-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11

●形V680-HS52 & 

形V680-D2KF52M-BT01-D2KF52M-BT11
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680-D8KF67

背面金属の影響(参考)

形V680-D8KF67はRFタ グの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。
200mm以上 200mm以上
RFID システム
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付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D8KF67の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D8KF67
0% -1% -1% -1% -1%

形V680-HS63 & 形V680-D8KF67
0% -1% -1% -2% -4%

形V680-HS65 & 形V680-D8KF67
0% -1% -2% -5% -9%

●形V680-HS52 & 形V680-D8KF67 ●形V680-HS63 & 形V680-D8KF67

●形V680-HS65 & 形V680-D8KF67
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680-D8KF67M

周囲金属の影響(参考)

形V680-D8KF67Mは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けも できますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

RFタグ

4.5mm以下

金属

埋め込み取り付け

RFタグ

金属

背面取り付け

120mm以上 120mm以上
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
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傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D8KF67Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D8KF67Ｍ

(背面金属 ： 鉄)
0% 0% 0% 0% 0%

形V680-HS63 & 形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% 0% -1% -2% -5%

形V680-HS65 & 形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -3% -9% -19%

●形V680-HS52&形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63&形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65&形V680-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680-D8KF68/-D32KF68

背面金属の影響(参考)

金属に取付ける場合は、別売りの専用ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)を

使用し ていただ く か、 非金属(ex.プ ラスチ ッ ク、 樹脂など)のスペーサ

を入れて く だ さい。

専用ア タ ッ チ メ ン ト を使用する こ と で、 背面金属の影響を改善する

こ とができます。

･ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A81)の取付け方法
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

＜アンテナ形V680-HS63使用時＞

＜アンテナ形V680-HS65使用時＞

120mm以上 120mm以上

120mm以上 120mm以上

150mm以上 150mm以上

150mm以上 150mm以上
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 187



188

第
 7

 章
参

考
デ

ー
タ

：
ア

ン
テ

ナ
・

R
F

タ
グ

の
取

り
付

け

第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680-D8KF68/-D32KF68の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS63 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(横)
0% 0% 0% 0% 0%

形V680-HS63 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(縦)
0% -1% -2% -3% -5%

形V680-HS65 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(横)
0% -1% -2% -4% -6%

形V680-HS65 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(縦)
0% -1% -3% -6% -10%

●形V680-HS63 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(横) ●形V680-HS63 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(縦)

●形V680-HS65 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(横) ●形V680-HS65 & 形V680-D8KF68/-D32KF68(縦)
RFID システム
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付録
■ 形V680S-D2KF67

背面金属の影響(参考)

形V680S-D2KF67はRFタグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。
100mm以上 100mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D2KF67の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS52 & 形V680S-D2KF67
0% -1% -2% -3% -5% -9% -15% -24% - -

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF67
0% -1% -2% -4% -7% -12% -18% - - -

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF67
0% -1% -2% -4% -7% -12% -19% -29% -45% -

●形V680-HS52 & 形V680S-D2KF67 ●形V680-HS63 & 形V680S-D2KF67

●形V680-HS65 & 形V680S-D2KF67

RFタグ

θ

アンテナ

RFタグ

θ非
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
付録
■ 形V680S-D2KF67M

周囲金属の影響(参考)

形V680S-D2KF67Mは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けも できますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

RFタグ

5mm以下

金属

埋め込み取り付け

RFタグ

金属

背面取り付け

80mm以上 80mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D2KF67Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS52 & 形V680S-D2KF67Ｍ

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -4% -6% -11% - - - -

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -3% -7% -12% -18% -29% -50% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% -2% -5% 11% -21% -36% - - - -

●形V680-HS52&形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63&形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65&形V680S-D2KF67M

(背面金属 ： 鉄)

RFタグアンテナ

θ

RFタグ

アンテナ

θ非
金
属

RFタグ

アンテナ

θ
金
属

RFID システム
ユーザーズマニュアル
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付録
■ 形V680S-D2KF68

背面金属の影響(参考)

形V680S-D2KF68はRFタグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。
RFID システム
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第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

＜アンテナ形V680-HS63使用時＞

＜アンテナ形V680-HS65使用時＞

130mm以上 130mm以上

120mm以上 120mm以上

140mm以上 140mm以上

130mm以上 130mm以上
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D2KF68の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68(横)
0% -1% -1% -1% -1% -1% -3% -8% -16% -

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68(縦)
0% -1% -2% -4% -7% -11% -17% -25% -37% -58%

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68(横)
0% -1% -2% -3% -6% -9% -15% -22% -35% -60%

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68(縦)
0% -1% -3% -5% -9% -13% -20% -29% -44% -72%

●形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68(横) ●形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68(縦)

●形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68(横) ●形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68(縦)

RFタグ

θ金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680S-D2KF68M

周囲金属の影響(参考)

形V680S-D2KF68Mは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けも できますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

RFタグ

10mm以下

金属

埋め込み取り付け

RFタグ

金属

背面取り付け
RFID システム
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第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

＜アンテナ形V680-HS63使用時＞

＜アンテナ形V680-HS65使用時＞

110mm以上 110mm以上

80mm以上 80mm以上

110mm以上 110mm以上

110mm以上 110mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D2KF68Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68Ｍ(横)

(背面金属 ： 鉄)
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% -5% -14% -

形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68Ｍ(縦)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -5% -8% -14% -23% -36% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68Ｍ(横)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -4% -7% -12% -21% -41% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68Ｍ(縦)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -3% -6% -12% -20% -32% -59% -65% -

●形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68M(横)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680S-D2KF68M(縦)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68M(横)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680S-D2KF68M(縦)

(背面金属 ： 鉄)

RFタグ

θ金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
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付録
■ 形V680S-D8KF67

背面金属の影響(参考)

形V680S-D8KF67はRFタグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。
100mm以上 100mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D8KF67の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS52 & 形V680S-D8KF67
0% -1% -2% -3% -5% -9% -15% -24% - -

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF67
0% -1% -2% -4% -7% -12% -18% - - -

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF67
0% -1% -2% -4% -7% -12% -19% -29% -45% -

●形V680-HS52 & 形V680S-D8KF67 ●形V680-HS63 & 形V680S-D8KF67

●形V680-HS65 & 形V680S-D8KF67

RFタグ

θ

アンテナ

RFタグ

θ非
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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付録
■ 形V680S-D8KF67M

周囲金属の影響(参考)

形V680S-D8KF67Mは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けも できますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

RFタグ

5mm以下

金属

埋め込み取り付け

RFタグ

金属

背面取り付け

80mm以上 80mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D8KF67Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS52 & 形V680S-D8KF67Ｍ

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -4% -6% -11% - - - -

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -3% -7% -12% -18% -29% -50% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)
0% -2% -5% 11% -21% -36% - - - -

●形V680-HS52&形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63&形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65&形V680S-D8KF67M

(背面金属 ： 鉄)

RFタグアンテナ

θ

RFタグ

アンテナ

θ非
金
属

RFタグ

アンテナ

θ
金
属

RFID システム
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付録
■ 形V680S-D8KF68

背面金属の影響(参考)

形V680S-D8KF68はRFタグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。
RFID システム
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第7章
付録
 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

＜アンテナ形V680-HS63使用時＞

＜アンテナ形V680-HS65使用時＞

130mm以上 130mm以上

120mm以上 120mm以上

140mm以上 140mm以上

130mm以上 130mm以上
RFID システム
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傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D8KF68の傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68(横)
0% -1% -1% -1% -1% -1% -3% -8% -16% -

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68(縦)
0% -1% -2% -4% -7% -11% -17% -25% -37% -58%

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68(横)
0% -1% -2% -3% -6% -9% -15% -22% -35% -60%

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68(縦)
0% -1% -3% -5% -9% -13% -20% -29% -44% -72%

●形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68(横) ●形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68(縦)

●形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68(横) ●形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68(縦)

RFタグ

θ金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
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第7章
付録
■ 形V680S-D8KF68M

周囲金属の影響(参考)

形V680S-D8KF68Mは、 表面取り付けの他に金属への埋め込み取り付けも できますが、 周囲金属の高さ

が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

RFタグ

10mm以下

金属

埋め込み取り付け

RFタグ

金属

背面取り付け
RFID システム
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 RFタグの相互干渉(参考)

複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取り付け間隔

を確保し て く だ さい。

＜アンテナ形V680-HS63使用時＞

＜アンテナ形V680-HS65使用時＞

110mm以上 110mm以上

80mm以上 80mm以上

110mm以上 110mm以上

110mm以上 110mm以上
RFID システム
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第7章
付録
傾きの影響(参考)

アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取り付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取り付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り

ます。

＜形V680S-D8KF68Mの傾きによる交信距離の低下率＞

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68Ｍ(横)

(背面金属 ： 鉄)
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% -5% -14% -

形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68Ｍ(縦)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -5% -8% -14% -23% -36% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68Ｍ(横)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -4% -7% -12% -21% -41% - -

形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68Ｍ(縦)

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -3% -6% -12% -20% -32% -59% -65% -

●形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68M(横)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680S-D8KF68M(縦)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68M(横)

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680S-D8KF68M(縦)

(背面金属 ： 鉄)

RFタグ

θ金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ

RFタグ

θ
金
属

アンテナ
RFID システム
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第7章
付録
RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類一覧表
(2024年2月現在)

形式 メ モ リ容量(ユーザメ モ リ) メ モ リ種類 寿 　 命

形V680-D1KP52MT

1,000バイ ト EEPROM

・ 書換え回数 　 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)

形V680-D1KP52M-BT01

形V680-D1KP52M-BT11

形V680-D1KP53M

形V680-D1KP54T

形V680-D1KP66T

形V680-D1KP66MT

形V680-D1KP66T-SP

形V680-D1KP58HTN

形V680-D2KF52M

2,000バイ ト

FRAM

・ アクセス回数 　 1兆回

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)

形V680-D2KF52M-BT01

形V680-D2KF52M-BT11

形V680-D8KF67

8,192バイ ト ・ アクセス回数 　 100億回

・ データ保持 　 10年 (70℃以下)

形V680-D8KF67M

形V680-D8KF68

形V680-D32KF68 32,744バイ ト

形V680S-D2KF67

2,000バイ ト

FRAM

・ アクセス回数 　 1兆回

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68

形V680S-D2KF68M

形V680S-D8KF67

8,192バイ ト
形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68

形V680S-D8KF68M
RFID システム
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第7章
付録
RFタグのメ モ リ マ ッ プ

形V680-D1KP□□の場合

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF6□の場合

形V680-D8KF□□の場合

形V680-D32KF□□の場合

RFタグのメ モ リは、 1ブロ ッ クは□□□0Hex～□□□7Hex、 □□□8Hex～□□□FHexの8バイ ト です。

形V680/形V680Sシ リーズでのRFタグ-アンテナ間の交信は前記のブロ ッ ク単位ですので、書込みエラーが発生し た場合、ブロ ッ

ク単位でデータが誤る場合があ り ます。

ア ド レス データ

0000Hex
0001Hex
0002Hex
0003Hex

ユーザエ リ ア

03E6Hex
03E7Hex

：
：

1バイ ト

RFタグには、 メ モ リ と し てEEPROMが使用されています。

ユーザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ

ア設定領域0000Hex～0003Hexを含めて、 1,000バイ ト です。

ア ド レス データ

0000Hex
0001Hex
0002Hex
0003Hex

ユーザエ リ ア

07CEHex
07CFHex

：
：

1バイ ト

RFタグには、メ モ リ と し てFRAMが使用されています。ユー

ザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ ア設

定領域0000Hex～0003Hexを含めて、 2,000バイ ト です。

ア ド レス データ

0000Hex
0001Hex
0002Hex
0003Hex

ユーザエ リ ア

1FFEHex
1FFFHex

：
：

1バイ ト

RFタグには、メ モ リ と し てFRAMが使用されています。ユー

ザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ ア設

定領域0000Hex～0003Hexを含めて、 8,192バイ ト です。

ア ド レス データ

0000Hex
0001Hex
0002Hex
0003Hex

ユーザエ リ ア

7FE6Hex
7FE7Hex

：
：

1バイ ト

RFタグには、メ モ リ と し てFRAMが使用されています。ユー

ザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ ア設

定領域0000Hex～0003Hexを含めて、 32,744バイ ト です。
RFID システム
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第7章
付録
形V680S-D8KF6□の場合

RFタグのメ モ リは、1ブロ ッ クは□□00Hex～□□1FHex、□□20Hex～□□3FHex、・ ・ ・□□E0Hex～□□FFHexの32バイ ト です。

形V680S-D8KF6□でのRFタグ-アンテナ間の交信は前記のブロ ッ ク単位ですので、 書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位

でデータが誤る場合があ り ます。

ア ド レス データ

0000Hex
0001Hex
0002Hex
0003Hex

ユーザエ リ ア

1FFEHex
1FFFHex

：
：

1バイ ト

RFタグには、メ モ リ と し てFRAMが使用されています。ユー

ザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ ア設

定領域0000Hex～0003Hexを含めて、 8,192バイ ト です。
RFID システム
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第7章
付録
アンテナとRFタグの耐薬品性

アンテナの耐薬品性

■ 対象機種

ケース材質にはABS樹脂を使用し てお り、 充填樹脂にはエポキシ樹脂を使用し ています。 下表を参考

にし てABS樹脂、 エポキシ樹脂に影響のある薬品を避けて く だ さい。

変形、 ク ラ ッ クなどが発生する薬品

変色、 膨潤などの可能性がある薬品

影響のない薬品

注. 上記の試験は室温(23℃)での結果です。 高温時、 低温時については、 室温(23℃)で影響ない薬品に

おいても、 影響のでる場合があ り ますので、 事前に十分な確認を行って く だ さい。

形V680-HS51-W/R 形V680-HS52-W/R 形V680-HS61 形V680-HS63-W/R 形V680-HS65-W/R

ABS樹脂 エポキシ樹脂

ト リ ク レン、 アセ ト ン、 キシレン、 ト ルエン、 ガソ リ ン、 ク

レゾール、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール、 ミ ク ロヘキサノ ン、

王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 メ チルエチルケ ト ン、 アニ リ

ン、 ニ ト ロベンゼン、 モ ノ ク ロルベンゼン、 ピ リ ジン、 硝酸

(60%RT)、 ギ酸(80%RT)

王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 硝酸(60%RT)、 液体アンモニ

ア、 アセ ト ン、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール

ABS樹脂 エポキシ樹脂

塩酸、 アルコール、 フ レオン、 水酸化ナ ト リ ウム、 過酸化水

素、 ベンジン、 硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 リ ン酸(85%RT)、

液体アンモニア

硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 塩酸(30%RT)、 酢酸(50%RT)、 シ ョ

ウ酸、 水酸化カルシウム、 ベンゼン、 ク レゾール、 アルコー

ル、 ミ ク ロヘキサノ ン、 ト ルエン、 キシレン、 ベンジン、 グ

リース

ABS樹脂 エポキシ樹脂

アンモニア、 灯油、 鉱油、 現像液、 ユシローケンS50、 ケ ミ

クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシローケンEEE-30Y、 石油、 グ

リース、 酢酸、 シ ョ ウ酸、 水酸化カルシウム、 リ ン酸

(30%RT)、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム

アンモニア、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム、 石油、 ガソ リ

ン、 ユシローケンS50、 ケ ミ クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシ

ローケンEEE-30Y
RFID システム
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付録
RFタグの耐薬品性

■ 対象機種

ケース材質にはPPS樹脂を使用し てお り、 充填樹脂にはエポキシ樹脂を使用し ています。 下表を参考

にし てPPS樹脂、 エポキシ樹脂に影響のある薬品を避けて く だ さい。

防爆用途では使用できません。

変形、 ク ラ ッ クなどが発生する薬品

変色、 膨潤などの可能性がある薬品

影響のない薬品

注. 上記の試験は室温(23℃)での結果です。 高温時、 低温時については、 室温(23℃)で影響ない薬品に

おいても、 影響のでる場合があ り ますので、 事前に十分な確認を行って く だ さい。

形V680-D1KP52MT 形V680-D1KP52M-BT01/-BT11 形V680-D1KP53M

形V680-D2KF52M 形V680-D2KF52M-BT01/-BT11

PPS樹脂 エポキシ樹脂

王水 王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 硝酸(60%RT)、 液体アンモニ

ア、 アセ ト ン、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール

PPS樹脂 エポキシ樹脂

硝酸(60%RT) 硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 濃塩酸、 酢酸(50%RT)シ ョ ウ酸、

水酸化カルシウム、 ベンゼン、 ク レゾール、 アルコール、 ミ

ク ロヘキサノ ン、 ト ルエン、 キシレン、 ベンジン、 グ リース

PPS樹脂 エポキシ樹脂

塩酸(37%RT)、 硫酸(98%RT)、 硝酸(40%RT)、 弗化水素水

(40%RT)、 ク ロム酸(40%RT)、 過酸化水素水(28%RT)、 NaOH水

溶液(60%RT)、 アンモニア水(28%RT)、 塩化ナ ト リ ウム

(10%RT)、 炭酸ナ ト リ ウム(20%RT)、 次亜塩素酸ナ ト リ ウム溶

液、 フ ェ ノ ール水溶液(5%RT)、 氷酢酸、 酢酸、 オレ イ ン酸、

メ チルアルコール(95%RT)、 エチルアルコール(95%RT)、 酢酸

エチル、 セバシン酸、 2-エチルヘキシル、 アセ ト ン、 ジエチ

ルエーテル、 n-ヘプ タ ン、 2,2,4 ト リ メ チルペン タ ン、 ベンゼ

ン、 ト ルエン、 アニ リ ン、 鉱物油、 ガソ リ ン、 絶縁油、 ジ ク

ロルエチレン、 四塩化炭素

アンモニア、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム、 石油、 ガソ リ

ン、 ユシローケンS50、 ケ ミ クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシ

ローケンEEE-30Y、 メ チルエチルケ ト ン、 水酸化ナ ト リ ウム

(10%RT)
RFID システム
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■ 対象機種

ケース材質にはPPS樹脂を使用し ています。 下表を参考に し てPPS樹脂に影響のある薬品を避けて く

だ さい。

本一覧表は、 PPS樹脂を室温および90℃の各薬品に放置し た時の変化の度合いを示し ています。 なお、 本一覧表に示す

薬品の種類/濃度や温度条件が異なる場合には、 実際に使用される際に必ず、 事前にテス ト を し て く だ さい。

形V680-D1KP54T 形V680-D1KP66T/MT 形V680-D1KP58HTN

形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D2KF68/-D2KF68M 形V680S-D8KF67/-D8KF67M/-D8KF68/-D8KF68M

薬品名 室温 90℃ 薬品名 室温 90℃

塩酸 37% A A 次亜塩素酸ナ ト リ ウム溶液 A A

10% A A フ ェ ノ ール水溶液 5% A A

硫酸 98% A B 氷酢酸 A A

50% A A 酢酸 A A

30% A A オレ イ ン酸 A A

3% A A メ チルアルコール 95% A A

硝酸 60% B C エチルアルコール 95% A A

40% A B 酢酸エチル A A

10% A A セバシン酸 　 2-エチルヘキシル A A

弗化水素水 40% A A アセ ト ン A A

ク ロム酸 40% A A ジエチルエーテル A A

過酸化水素水 28% A B n-ヘプ タ ン A A

3% A A 2、 2、 4 ト リ メ チルペン タ ン A A

NaOH水溶液 60% A A ベンゼン A A

10% A A ト リ エン A A

1% A A アニ リ ン A A

アンモニア水 28% A B 鉱物油 A A

10% A B ガソ リ ン A A

塩化ナ ト リ ウム 10% A A 絶縁油 A A

炭酸ナ ト リ ウム 20% A A ジ ク ロルエチレン A A

2% A A 四塩化炭素 A A

A ： 影響な し 　 B ： 変色、 膨潤などの可能性あ り 　 C ： 変形、 ク ラ ッ クなどの発生あ り
RFID システム
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■ 対象機種

RFタグ形V680-D1KP66T-SPの外装にPFAを採用し ています。

ご使用にあたっ ては以下の資料を参考にし て特性などをご確認 く だ さい。

ふっ素樹脂 「PFA」 の耐薬品性について(参考)

ふっ素樹脂PFAはほとんどの化学薬品に不活性です。

ただ し、 溶融状態のアルカ リ金属、 高温高圧下のF2 (ふっ素)、 および一部のハロゲン誘導体にのみ反

応し ます。

通常よ く 用いられている有機、無機の化学薬品に浸漬、 さ ら し た場合のテス ト 結果を以下に示し ます。

このテス ト は圧縮成形によるテス ト ピース(1.3mm厚み)を所定温度で薬品に1週間(168時間)浸漬し、 薬

品から取り出し てすぐ、 重量変化、 引張強さ、 伸びの残存値を測定し たもので、 引張強さの15%以内の

変化、 伸びの10%以内の変化、 重量増加の0.5%未満の変化であれば、 実用上問題ないと考えます。

ト リ ク ロロ酢酸、 ト リ-n-ブチルフ ォスフ ェー ト 、 パーク ロロエチレン、 四塩化炭素など、 樹脂表面を

よ く 濡らす液体に高温下で接触させた場合に、 吸収による重量増加が生じやす く 、 引張特性も低下す

る傾向にあ り ます。 しかし、 薬品が溶剤を吸収し た場合でも、 分子構造の変化は生じ ません。 ただ し、

薬品を吸収し た状態で温度変化や圧力変化、 または機械的にダ メ ージをあたえた場合は、 吸収された

薬品がPFA内で膨張、 収縮を繰り返し、 ク ラ ッ クや水膨れなどの構造上の ト ラ ブルを発生させる こ と

があ り得ます。 しかし、 これはいかなるプ ラスチ ッ クでも起こ る現象です。

＜無機化合物＞

形V680-D1KP66T-SP

薬品名
試験温度

(℃)

残存特性(%) 重量増加

(%)引張強さ 伸び

濃塩酸 120 98 100 0.0

濃硫酸 120 95 98 0.0

ふっ酸(60%) 23 99 99 0.0

発煙硫酸 23 95 96 0.0

王水 120 99 100 0.0

ク ロム酸(50%) 120 93 97 0.0

濃硝酸 120 95 98 0.0

発煙硝酸 23 99 99 0.0

66 98 100 100 0.0

カ性ソーダ(50%) 120 93 99 0.4

過酸化水素(30%) 23 93 95 0.0

臭素 23 99 100 0.0

塩素 120 92 100 0.5

塩化鉄(25%) 100 93 98 0.0

塩化亜鉛(25%) 100 96 100 0.0

塩化スルフ リル 69 83 100 2.7

ク ロロスルフ ォ ン酸 151 91 100 0.0

濃りん酸 100 93 100 0.0

PFA ： Tetrafluorethylene-Perfluoroalkylvinyletheir copolymer

四ふっ化エチレン－パーフ ロロアルキルビニルエーテル共重合体
RFID システム
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＜有機化合物＞

薬品名
試験温度

(℃)

残存特性(%) 重量増加

(%)引張強さ 伸び

水酢酸 118 95 100 0.4

無水酢酸 139 91 99 0.3

ト リ ク ロロ酢酸 196 90 100 2.2

イ ソオク タ ン 99 94 100 0.7

ナフサ 100 91 100 0.5

鉱油 180 87 95 0.0

ト ルエン 110 88 100 0.7

o-ク レゾール 191 92 96 0.2

ニ ト ロベンゼン 210 90 100 0.7

ベンジンアルコール 205 93 99 0.3

アニ リ ン 185 94 100 0.3

n-ブチルア ミ ン 78 86 97 0.4

エチレンジア ミ ン 117 96 100 0.1

テ ト ラ ヒ ド フ ラ ン 66 88 100 0.7

ベンズアルデヒ ド 179 90 99 0.5

シク ロヘキサノ ン 156 92 100 0.4

メ チルエチルケ ト ン 80 90 100 0.6

アセ ト フ ェ ノ ン 202 90 100 0.6

ジ メ チルフ タ レー ト 200 98 100 0.3

n-ブチルアセテー ト 125 93 100 0.5

ト リ-n-ブチルフ ォ スフ ェー ト 200 91 100 2.0

メ チレン ク ロ ラ イ ド 40 94 100 0.8

パーク ロロエチレン 121 86 100 2.0

四塩化炭素 77 87 100 2.3

ジ メ チルフ ォルムア ミ ド 154 96 100 0.2

ジ メ チルスルフ ォキサイ ド 189 95 100 0.1

ジオキサン 101 92 100 0.6

参考文献 ： 里川孝臣氏編 「ふっ素樹脂ハン ド ブ ッ ク」 (日刊工業新聞社)
RFID システム
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■ 対象機種

RFタグに影響のある薬品を示し ます。

ケース材質にはPBT(ポ リ ブチレンテレ フ タ レー ト )樹脂を使用し てお り、充填樹脂にはエポキシ樹脂を

使用し ています。 下表を参考にし てPBT樹脂、 エポキシ樹脂に影響のある薬品を避けて く だ さい。

ただ し、 防爆用途では使用できません。

変形、 ク ラ ッ クなどが発生する薬品

変色、 膨潤などの可能性がある薬品

影響のない薬品

注. 上記の試験は室温(23℃)での結果です。 高温時、 低温時については、 室温(23℃)で影響ない薬品に

おいても、 影響のでる場合があ り ますので、 事前に十分な確認を行って く だ さい。

形V680-D8KF68/D32KF68 形V680-D8KF67/67M

PBT樹脂 エポキシ樹脂

アセ ト ン、 ト リ ク レン、 二酸化エチレン、 水酸化ナ ト リ ウム

等のアルカ リ

王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 硝酸(60%RT)、 液体アンモニ

ア、 アセ ト ン、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール

PBT樹脂 エポキシ樹脂

塩酸(10%RT)、 酢酸(5%RT)、 ベンゼン 硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 濃塩酸、 酢酸(50%RT)、 シ ョ ウ

酸、 水酸化カルシウム、 ベンゼン、 ク レゾール、 アルコー

ル、 ミ ク ロヘキサノ ン、 ト ルエン、 キシレン、 ベンジン、 グ

リース

PBT樹脂 エポキシ樹脂

硫酸(30%RT)、 濃塩酸、 酢酸、 酢酸エチル(100%RT)、 過マンガ

ン酸カ リ ウム(5%RH)、 酢酸エチル、 四塩化炭素、 メ タ ノ ール、

エ タ ノ ール、 ガソ リ ン

アンモニア、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム、 石油、 ガソ リ

ン、 ユシローケンS50、 ケ ミ クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシ

ローケンEEE-30Y、 メ チルエチルケ ト ン、 水酸化ナ ト リ ウム

(10%RH)
RFID システム
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形V600シ リーズ互換モー ド について

形V680シ リーズIDフ ラグセンサは、 従来機の形V600シ リーズをお使いのお客様がプログラム等の資産を流用

いただけるよ う に形V600シ リーズの機能互換モー ド (互換モー ド対応表)を搭載し ています。

本章では、 形V600シ リーズ互換モー ド について説明し ます。

形V600互換モー ド設定スイ ッ チ対応表
形V600シ リーズの各設定スイ ッ チに対応する形V680シ リーズのスイ ッ チ名と設定値を示し ます。

形V600シ リーズ

機種形式

形V600シ リーズの

設定スイ ッ チ名
設定値

形V680シ リーズの

設定スイ ッ チ名
対応する設定値

形V600-HAR91

形V600-HAR81

形V600-HAM91

形V600-HAM81

ア ド レス設定スイ ッ チ --- ア クセスア ド レス設定スイ ッ チ ---

アクセスモー ド設定スイ ッ チ SYNC

(同期モー ド)

アクセスモー ド設定スイ ッ チ SYNC2

( ト リ ガモー ド2 ： No.2)

AUTO

(オー ト モー ド)

AUTO2

(オー ト モー ド2 ： No.3)

出力時間設定スイ ッ チ 10msec 出力モー ド設定スイ ッ チ 10msec

(10msec出力 ： No.3)

50msec 50msec

(50msec出力 ： No.4)

CONTINUOUS CONTINUOUS

(継続出力 ： No.5)

リー ド モー ド設定

※形V600-HAM91/-HAM81のみ

DATA

(データ リー ド)

リー ド モー ド設定スイ ッ チ DATA READ1

(データ リー ド ： No.0)

VERIFY

(ベリ フ ァ イ リー ド)

VERIFY

(ベリ フ ァ イ リー ド ： No.2)

ラ イ ト モー ド設定

※形V600-HAM91/-HAM81のみ

BYTE

(バイ ト モー ド)

ラ イ ト モー ド設定スイ ッ チ 1byte WRITE

(1バイ ト ラ イ ト ： No.3)

BIT SET

(ビ ッ ト セ ッ ト )

BIT SET

(ビ ッ ト セ ッ ト ： No.1)

BIT CLR

(ビ ッ ト ク リ ア)

BIT CLEAR

(ビ ッ ト ク リ ア ： No.2)

形V600-HAR92 ア ド レス設定スイ ッ チ --- ア クセスア ド レス設定スイ ッ チ ---

アクセスモー ド設定スイ ッ チ SYNC

(同期モー ド)

アクセスモー ド設定スイ ッ チ SYNC3

( ト リ ガモー ド3 ： No.4)

AUTO

(オー ト モー ド)

AUTO3

(オー ト モー ド3 ： No.5)

出力オフデ ィ レー時間設定

スイ ッ チ

10msec 出力モー ド設定スイ ッ チ 10msec OFFDELAY

(10msec オフデ ィ レー ： No.0)

50msec 50msec OFFDELAY

(50msec オフデ ィ レー ： No.1)

500msec 500msec OFFDELAY

(500msec オフデ ィ レー ： No.2)

出力モー ド設定スイ ッ チ モー ド1

(標準モー ド)

リー ド モー ド設定スイ ッ チ DATA READ1

(データ リー ド ： No.0)

モー ド2

(省配線モー ド)

DATA READ2

(省配線リー ド ： No.1)
RFID システム
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モー ド別機能対応表
形V600 シ リ ーズ互換モー ド では、 従来機能を互換する目的であるために動作し ない機能があ り ます。

モー ド毎に対応する機能は以下の一覧表を参照 く だ さい。

形V600 シ リ ーズでは、 ア クセスア ド レス設定スイ ッ チの設定は通電中でも変更が可能ですが、 形V680 シ リ ーズでは、

電源立上げ時のみ取り込みを実行し ます。 ア クセスア ド レスの再設定を行 う 場合は一度電源を切っ てから再設定し て

く だ さい。

モー ド設定
オー ト モー ド1

ト リ ガモー ド1

形V600シ リーズ互換モー ド

機能
オー ト モー ド2

ト リ ガモー ド2

オー ト モー ド3

ト リ ガモー ド3

リー ド 標準16ビ ッ ト
● (●) 注1. ●

ベ リ フ ァ イ
● ●

省配線モー ド 注2.

● ●

ラ イ ト 1byte(8ビ ッ ト )単位
● ●

2byte(16ビ ッ ト )単位
● ●

1ビ ッ ト 単位(ビ ッ ト セ ッ ト  or 

ビ ッ ト ク リ ア) ● ●

パリ テ ィ チ ェ ッ ク出力
● ●

ノ イズチ ェ ッ ク機能
●

ア ド レスシ フ ト 機能
●

注1. エ ラーが発生し た場合、 データ出力ラ イ ン(OD0～OD15)にエラーコー ド出力を出力し ません。

注2. エ ラーが発生し た場合、 データ出力ラ イ ンがすべて“1”にな り ます。
RFID システム
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タ イ ミ ングチャー ト 例 ： モー ド2

■ ト リ ガモー ド2(リー ド)

正常終了時

異常終了時

RFタ グの位置

モー ド 設定スイ ッ チの設定

RFタ グとの交信

交信領域内 交信領域内

10msec以上

リード
中

R/W入力

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NORMAL/STRB

ERR出力

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

INHIBIT/TRIG

3msec t msec 3msec t msec

t msec

前回のデータ表示(緑) リー ド データ表示(緑) エラーコー ド 表示(赤) リー ド データ表示(緑)

前回のデータ出力 データ出力 “0(OFF)” データ出力

A B C D E F G H

リード
中

リード
中

アクセスア ド レス ： “0010Hex”
出力時間 ： 50msec出力

3msec

正常終了 異常終了

A. 交信準備 ： RFタグとの交信の前にR/W入力を“0”(OFF)にし ます。

B. 交信開始 ： RFタグが交信領域内に存在する状態でINHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

C. 交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出力

(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 リー ド データ を点灯

表示(緑色)し ます。

D. 結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t msec後に“0”(OFF)し ま

す。

F. データ ク リ ア ： データ出力(OD0～OD15)は、 次のデータ出力まで保持されます。 データ表示LEDも次のデータ表示まで

保持されます。

E. 交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に存在し ない状態でINHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし ます。

F. 交信終了 ： IDフ ラグセンサは、 RFタグの不在を検知し、 ERR出力を“0”(ON)にし ます。 データ出力(OD0～OD15)は、

すべて“0”(OFF)にな り ます。

このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応するエ ラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

G. 結果のク リ ア ： ERR出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間後に“0”(OFF)し ます。

H. データ ク リ ア ： データ出力(OD0～OD15)は、 次のデータ出力まで保持されます。 データ表示LEDも次のデータ表示まで

保持されます。

・ INHIBIT/TRIG信号の入力は10msec以上必要です。

・ R/W入力信号を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

　 なお、 出力モー ド設定の出力設定時間がCONTINUOUS(無限大)に設定された時には、 ノ ーマル出力やエラー出力は、

次の ト リ ガ入力がONするまで保持されます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 7

 章
形

V
6
0
0
シ

リ
ー

ズ
互

換
モ

ー
ド

に
つ

い
て

第7章
付録
■ ト リ ガモー ド2(ベ リ フ ァ イ)
交信領域内 交信領域内

10msec以上

RFタグの位置
モー ド設定スイ ッ チの設定

RFタグとの交信

R/W入力

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

一致時 ： ON
(OD0 ： 1点)

INHIBIT/TRIG

A B C D E F G H

ベリ フ ァ イ
中

ベリ フ ァ イ
中

ベリ フ ァ イ
中

デ

タ
出
力

ー

不一致時 ： ON
(OD7 ： 1点)

常時OFF
(OD1～OD7 ： 6点)

NORMAL/STRB

ERR出力

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

基準データ 0 基準データ① 基準データ② 基準データ③

3msec 3msect msec

3msec

t msec

(3+t)msec

(3+t)msec

基準データ①
の表示(緑)

エラーコード点滅(赤) 基準データ③
の表示(緑)

 アクセスア ド レス ： “0010Hex”
出力時間 ： 50msec出力

基準データ 0
の表示(緑)

t msec

基 準 デ ー タ と リ ー ド
データが一致し た場合

基 準 デ ー タ と リ ー ド
データが不一致の場合

基準データ と リー ド データが一致し た場合

基準データ と リー ド データが不一致の場合

・ INHIIBIT/TRIG信号の入力は10msec以上必要です。

・ R/W信号を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ 基準データのデータ入力は、 RFタグとアクセスする10msec以上前(ex.. ト リガ入力のONの10msec以上前)に行って く ださい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。 なお、 出力

モー ド設定の出力設定時間がCONTINUOUS(無限大)に設定された時には、 ノ ーマル出力やエラー出力は、 次の ト リ ガ

入力がONするまで保持されます。

A.,B.交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 データ入力(ID0～ID15)に基準データ を入力し ます。

C.交信開始 ： RFタグが交信領域内に存在する状態で、 INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ま

す。

D.交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出力

(OD0 ： データ一致)を“1”(ON)にし ます。 この時、 VERIFY OK/NG LEDは緑色で点灯し、 データ表示LED(0

～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

E.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力およびデータ出力(OD0)は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t 

msec後に“0”(OFF)し ます。

NORMAL/STRB出力は、 固定時間内であってもINHIBIT/TRIG入力のONによ り、 無条件に解除されます。

F.交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に存在する状態でINHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

G.交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出力

(OD7 ： データ不一致)を“1”(ON)にし ます。 この時、 VERIFY OK/NG LEDは赤色で点灯し、 データ表示

LED(0～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

H.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力およびデータ出力(OD7)は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間後

に“0”(OFF)し ます。

ノーマル出力は、 固定時間内であってもINHIBIT/TRIG入力のONによ り、 無条件に解除されます。
RFID システム
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第7章
付録
■ ト リ ガモー ド2(ラ イ ト )

交信領域内RFタ グの位置

モー ド設定スイ ッ チの設定

INHIBIT/TRIG

交信領域内

RFタグとの交信
ラ イ ト

中
ラ イ ト

中
ラ イ ト

中

R/W入力

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点) ラ イ ト データ ① ラ イ ト データ ②

NORMAL出力

ERR出力

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

t msec

t msec

ラ イ ト データ①
の表示(緑)

エラーコード点滅(赤)

エラー
発生

データ出力
(OD0～OD7 ： 8点)

前回のリー ド
データ を表示(緑)

前回のリ ー ド
データ

データはすべて
“0(OFF)” データはすべて“0(OFF)”

ラ イ ト データ②の表示(緑)

t msec

データはすべて
“0(OFF)”

10msec以上

アクセスア ド レス ： “0010Hex”
出力時間 ： 50msec

A B C D E F G H

正常終了 異常終了

正常終了時

異常終了

・ INHIBIT/TRIG信号の入力は10msec以上必要です。

・ R/W入力信号を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ラ イ ト データのデータ入力は、 RFタグと ア クセスする10msec以上前(ex.. ト リ ガ入力のONの10msec以上前)に行って く

だ さい。

・ 出力モー ド設定の出力設定時間がCONTINUOUS(無限大)に設定された場合には、　 NORMAL/STRB出力やERR出力は、

次の ト リ ガ入力がONするまで保持されます。

A, B.交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 データ入力(ID0～ID15)にラ イ ト データ をセ ッ ト し、 R/W入力を“1”(ON)にし

ます。

C.交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に存在する状態でINHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始

し ます。

D.交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし ます。 この

と き、 データ表示LED(0～15)は、 ラ イ ト データ を点灯表示(緑色)し ます。

E.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t msec後に“0”(OFF)し

ます。

F.交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に存在し ない状態でINHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし ます。

G.交信終了 ： IDフ ラグセンサは、 RFタグの不在を検知し、 ERR出力を“0”(ON)にし ます。 データ出力(OD0～OD15)

は、 すべて“0”(OFF)にな り ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応する

エラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

H.結果のク リ ア ： ERR出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t msec後に“0”(OFF)し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
付録
■ オー ト モー ド2(リー ド)

交信領域内RFタグの位置

モー ド設定スイ ッ チの設定

RFタグとの交信

R/W入力

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NORMAL/STRB

ERR出力

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

INHIBIT/TRIG

交信領域内

リー ド
中

リー ド
中

3msec t msec 3msec t msec

前回の
データ出力

データ表示(緑) データ表示(緑)

前回の
データ出力 データ出力 データ出力

 アクセスア ド レス ： “0010Hex”
出力時間 ： 50msec

A B C D E F

正常終了

正常終了時

・ INHIBIT/TRIG信号によ り動作停止状態(データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ R/W入力を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエラーは出力し ません。 　 設置時には、 移

動速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。

A.交信準備 ： RFタグとの交信の前にR/W入力を“0”(OFF)にし ます。

B.交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)にし ます。

C.交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

D.交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 データ出

力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 リー ド データ

を点灯表示(緑色)し ます。

E.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t msec後に“0”(OFF)し

ます。

F.データのク リ ア ： データ出力(OD0～OD15)は、 次のデータ出力まで保持されます。 データ表示LEDも次のデータ表示ま

で保持されます。

NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)に

よ り、 無条件に“0”(OFF)する こ とができます。
RFID システム
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第7章
付録
■ オー ト モー ド2(ベ リ フ ァ イ)

交信領域内RFタグの位置

モー ド設定スイ ッ チの設定

RFタグとの交信

R/W入力

データ出力
(OD0～OD15：16点)

NORMAL/STRB

ERR出力

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

INHIBIT/TRIG

交信領域内

リ ー ド
中

リー ド
中

3msec t msec 3msec t msec

前回の
データ表示

基準データ表示(緑)① 基準データ表示(緑)②

前回の
データ出力 0000Hex 0000Hex

 アクセスア ド レス ： “0010Hex”
出力時間 ： 50msec

B C D E F

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

0001Hex 0080Hex

G

基準データ①

H

基準データ と リードデータが
一致した場合

基準データ と リードデータが
不一致の場合

基準データ②

A

基準データ と リー ド データが一致し た場合

基準データ と リー ド データが不一致の場合

・ INHIBIT/TRIG信号によ り動作停止状態(データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ R/W入力信号を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ 基準データのデータ入力は、 RFタグと アクセスする10msec以上前に行って く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエラーは出力し ません。 設置時には、 移動

速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。

A.交信準備 ： RFタグとの交信の前に、 R/W入力を“0”(OFF)にし、 データ入力(ID0～ID15)に基準データ を設定し ます。

B.交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)に し ます。

C.交信開始 ： RFタ グが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグ との交信を開始し ます。

D.交信終了 ： RFタ グ との交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)に し、 データ出力(OD0 ： デー
タ一致)を“1”(ON)に し ます。
このと き、 VERIFY OK/NG 　 LEDは緑色で点灯し、 データ表示LED(0～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

E.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力とデータ出力(OD0 ： データ一致)は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t 
msec後に“0”(OFF)し ます。 データ表示LEDも次のデータ表示まで保持されます。
NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り、 無条件に
“0”(OFF)する こ とができます。

F.交信開始 ： RFタ グが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグ との交信を開始し ます。

G.交信終了 ： RFタ グ との交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNOMAL/STRB出力を“1”(ON)に し、 データ出力(OD7 ： データ
不一致)を“1”(ON)に し ます。
このと き、 VERIFY OK/NG LEDは赤色で点灯し、 データ表示LED(0～15)は、 基準データ を点灯表示(緑色)し ます。

H.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力とデータ出力(OD7 ： データ不一致)は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された固定時間t 
msec後に“0”(OFF)し ます。 データ表示LEDも次のデータ表示まで保持されます。
NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り、 無条件に
“0”(OFF)する こ とができます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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付録
■ オー ト モー ド2(ラ イ ト )
RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

交信領域内

ライ ト中

モー ド設定スイ ッ チの設定

R/W入力

t msec

0000Hex 0000Hex

全消灯
ラ イ ト データ
表示(緑)

エ ラーコー ド
表示(赤)

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

ERR出力

HGFEDCBA I

データ入力
(ID0～ID15 ： 16点)

0000Hex ラ イ ト データ

正常終了 異常終了

ラ イ ト
交信失敗

交信領域内

3msec
アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力時間 ： 50msec出力

t msec3msec

0000Hex0000Hex

正常終了時

異常終了

・ INHIBIT/TRIG信号によ り動作停止状態(データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ R/W入力信号を切替える場合は、 10msec以上待ってから次の処理を し て く だ さい。

・ ラ イ ト データのデータ入力(ID0～ID15)は、 RFタグと アクセスする10msec以上前に行って く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の異常の場合、IDフ ラグセンサはエラーは出力し ません。設置時には、

移動速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。

A.,B.交信準備 ： RFタグとの交信の前にR/W入力を“1”(OFF)にし、 データ入力(ID0～ID15)にラ イ ト データ を入力し ます。

C.交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)にし ます。

D.交信開始 ： RFタ グが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグ との交信を開始し ます。

E.交信終了 ： RFタ グ との交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)に し、 データ出力(OD0～
OD15)はすべて“0”(OFF)にな り ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 ラ イ ト データ を点灯表示(緑色)し ます。

F.結果のク リ ア ： NORMAL/STRB出力は、 出力モー ド 設定の固定時間と し て設定された時間t msec後に“0”(OFF)し ます。
NORMAL/STRB出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INIHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り無条件に
“0”(OFF)する こ とができます。

G.交信開始 ： RFタ グが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグ との交信を開始し ます。

H.交信終了 ： RFタ グへの書込みを異常終了(ラ イ ト ベ リ フ ァ イエラー、 ロ ッ クエ ラー、 ラ イ ト プロテ ク ト エ ラー等)し た時点で、
IDフ ラグセンサがERR出力を“0”(ON)に し、 データ出力(OD0～OD15)はすべて“0”(OFF)にな り ます。 このと き、 デー
タ表示LED(0～15)は、 発生し たエ ラーに対応するエ ラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

I.結果のク リ ア ： ERR出力は、 出力モー ド設定の固定時間と し て設定された時間t msec後に“0”(OFF)し ます。
ERR出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の“1”(ON)によ り無条件に“0”(OFF)する
こ とができます。
RFID システム
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タ イ ミ ングチャー ト 例 ： モー ド3

■ ト リ ガモー ド3(リー ド)
RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

リード中

モー ド設定スイ ッ チの設定

“0”(OFF) パリ テ ィ 値 “0”(OFF) “0”(OFF)“1”(ON)

0000Hex リー ド
データ 0000Hex 0000Hexエラー

コー ド

0000Hex リー ド データ表示(緑) エ ラーコー ド表示(赤)

リード中

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

ERR出力

FEDCBA

正常終了 異常終了

3msec

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー

オフデ ィ レー時間

オフデ ィ レー時間

■ 正常終了時

異常終了時

・ INHIBIT/TRIG信号の入力は10msec以上必要です。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ ト リ ガモー ド3ではラ イ ト 機能は使用できません。 R/W入力は無視されます。

A.交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

B.交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、

PARITY出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 デー

タ表示LED(0～15)は、 リー ド データ を点灯表示(緑色)し ます。

C.結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過

する と、 NORMAL/STRB出力、 PARITY出力、 データ出力(OD0～OD15)が"0"(OFF)し ます。

D.交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

E.交信終了 ： IDフ ラグセンサはRFタグの不在を検知し た時点でERR出力を“0”(ON)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ

値(エラー出力は1点のため、 パリ テ ィ 値は“1”と なる)、 データ出力(OD0～OD15)にエラーコー ド を出

力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応するエラーコー ド を点滅表

示(赤色)し ます。

F.結果のク リ ア ： 出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過する と、 ERR出力、 PARITY出力、 デー

タ出力(OD0～OD15)を“0”(OFF)し ます。
RFID システム
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■ ト リ ガモー ド3(省配線リー ド)
RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

リード中

モー ド設定スイ ッ チの設定

“0”(OFF) パリ テ ィ 値 “0”(OFF) “0”(OFF)“0”(OFF)

0000Hex リー ド
データ 0000Hex 0000Hex

0000Hex リー ド データ表示(緑) エ ラーコー ド表示(赤)

リード中

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

ERR出力

FEDCBA

正常終了 異常終了

3msec

3msec

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー

オフデ ィ レー時間

オフデ ィ レー時間

FFFFHex

■ 正常終了時

異常終了時

・ INHIBIT/TRIG信号入力は10msec以上必要です。

・ NORMAL/STRB出力を使用する場合、 データ出力の取り込みは、 NORMAL/STRB信号出力の“ON”の立上がり によ り

行って く だ さい。

・ ト リ ガモー ド3ではラ イ ト 機能は使用できません。 R/W入力は無視されます。

・NORMAL/STRB出力を使用せずにデータ出力ラ イ ンだけで制御する場合には、例えば ト リ ガ入力ON後に一定時間のタ

イマをプログラムに組み込み、 各データ出力の状態を確認し、 その時の出力状態が“オール0(OFF)”、 または“オール

1(ON)”以外の時、 データ と し て取り組むよ う にし て く だ さい。

・ データの“オール1(ON)”、 および“オール0(OFF)”はデータ と し て使用できません。

・ エラー発生時にはエラーコー ドは出力し ません。 データ出力は“オール1(ON)” と な り ます。 データ表示LEDには発生

し たエラーに対するエラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

A.交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

B.交信終了 ： RFタグとの交信が正常終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、

PARITY出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 デー

タ表示LED(0～15)は、 リー ド データ を点灯表示(緑色)し ます。

C.結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過

する と、 NORMAL/STRB出力、 PARITY出力、 データ出力(OD0～OD15)が“0”(OFF)し ます。

D.交信開始 ： INHIBIT/TRIG入力を“1”(ON)にし、 RFタグとの交信を開始し ます。

E.交信終了 ： IDフ ラグセンサはRFタグの不在を検知し た時点でERR出力を“0”(ON)にし、 PARITY出力にパリ テ ィ

値(エラー出力はすべてONのため、 パリ テ ィ 値は“0”と なる)、 データ出力(OD0～OD15)にFFFFHexを

出力し ます。 このと き、 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応するエラーコー ド を点滅

表示(赤色)し ます。

F.結果のク リ ア ： 出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間で設定された時間が経過する と、 ERR出力、 PARITY出力、 デー

タ出力(OD0～OD15)が“0”(OFF)し ます。
RFID システム
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■ オー ト モー ド3(リー ド)

RFタグの位置

INHIBIT/TRIG

RFタグとの交信

NORMAL/STRB

PARITY出力

交信領域内

リード
中

モー ド設定スイ ッ チの設定

パリ テ ィ 値

オフデ ィ レー時間

0000Hex リー ド
データ

0000Hex

0000Hex リー ド データ表示(緑)

正常終了

リード
未完了

データ表示LED
(0～15 ： 16点)

データ出力
(OD0～OD15：16点)

DCBA

交信領域内

アクセスア ド レス ： 0010Hex
出力モー ド ： 10msecオフデ ィ レー

3msec

ERR出力

■ 正常終了時

・ INHIBIT/TRIG信号によ り動作停止状態(データ出力のク リ ア)とするためは、 入力を10msec以上にし て く だ さい。

・ データ出力(OD0～OD15)の取り込みは、 NORMAL/STRB出力の“ON”の立上がり によ り行って く だ さい。

・ ト リ ガモー ド3ではラ イ ト 機能は使用できません。 R/W入力は無視されます。

・ オー ト モー ド では、 RF タグの移動速度が速すぎてア クセス完了前に交信領域から RF タグが出て し ま った り、 外部ノ

イズによ り交信ができないといった交信未完了の場合、 IDフ ラグセンサはエラーは出力し ません。 設置時には、 移動

速度や外部ノ イズの影響がないよ う に十分に確認し て く だ さい。

・ オー ト モー ド時のエ ラーは、RFタグと交信を開始し た際に外部入力異常や、 ア ド レスエラー等の入力異常が検出され

た場合に発生し ます。 この場合は、 IDフ ラグセンサはERR出力を“0”にし、 データ出力(OD0～OD15)は通常リー ド時 ：

エラーコー ド を、 省配線リー ド時 ： FFFFHexを出力し ます。 データ表示LED(0～15)は、 発生し たエラーに対応するエ

ラーコー ド を点滅表示(赤色)し ます。

A.交信禁止の解除 ： INHIBIT/TRIG入力を交信する前に“0”(OFF)にし ます。

B.交信開始 ： RFタグが交信エ リ ア内に入って く る と、 IDフ ラグセンサはRFタグとの交信を開始し ます。

C.交信終了 ： RFタグとの交信が終了し た時点で、 IDフ ラグセンサがNORMAL/STRB出力を“1”(ON)にし、 PARITY

出力にパリ テ ィ 値、 データ出力(OD0～OD15)に リー ド データ を出力し ます。 このと き、 データ表示

LED(0～15)は、 リー ド データ を点灯表示(緑色)し ます。

D.結果のク リ ア ： RFタグが交信領域内から出た時点から出力モー ド設定のオフデ ィ レー時間と し て設定された時間後

に、 NORMAL/STRB出力、 PARITY出力、 データ出力(OD0～OD15)が“0”(OFF)し ます。 NORMAL/

STRB出力、 PARITY出力、 データ出力(OD0～OD15)、 データ表示LEDは、 INHIBIT/TRIG入力の

“1”(ON)によ り無条件に“0”(OFF)する こ とができます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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形V600のラ イ ト プロテ ク ト 機能
モー ド2( ト リ ガモー ド2 ： SYNC2、 オー ト モー ド2 ： AUTO2)でのラ イ ト プロテ ク ト 機能は、 従来機の形

V600方式で動作し ます。

形V600のラ イ ト プロテ ク ト 機能にはRFタグの種類によ り、 2つの設定方法があ り ます。

以下の方法で、 それぞれのラ イ ト プロテ ク ト の設定を行っ て く だ さい。

■ 形V680-D1KP□□の場合

 ラ イ ト プロテ ク ト 設定方法

RFタグのア ド レス0000Hex番地にラ イ ト プロテ ク ト 終了ア ド レスを書き込むと、ア ド レス0001Hex番地

～(終了ア ド レス)のエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0000Hex番地の最上位ビ ッ ト で指定し ます。

従ってア ド レス0080Hex～03E7Hexまでを終了ア ド レス と し て設定する こ とはできません。

終了ア ド レスを00と設定する と ア ド レス0001Hex～03E7Hexまでがラ イ ト プロテ ク ト されます。

･ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト の設定

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する(有効)

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない(無効)

･終了ア ド レスの設定可能範囲

終了ア ド レス ： 00Hex、 01Hex～7FHex

 ラ イ ト プロテ ク ト 設定例

＜ア ド レス0001Hexから0012Hex番地までを ラ イ ト プロテ ク ト する場合＞

＜終了ア ド レスを“00”に設定し た場合＞
ア ド レス0000Hex番地を除 く 領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

 ラ イ ト プロテ ク ト 機能の解除方法

一度設定し たラ イ ト プロテ ク ト を解除する場合、 ア ド レス0000Hex番地の最上位ビ ッ ト を“0”に設定し

て く だ さ い。 ラ イ ト プロテ ク ト は解除され、 ア ド レス0000Hex番地に設定されているデータは無効と

な り ます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の使用上の注意点

・ ア ド レス0000Hex番地は常にラ イ ト プロテ ク ト されません。

・ ラ イ ト プロテ ク ト 開始ア ド レスは0001Hex番地固定です。 し たがって、 ラ イ ト プロテ ク ト するデータは0001Hex番地

以降に書き込んで く だ さい。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 終了ア ド レス

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex
1 0 0 1 0 0 1 0

9 2
03E7Hex

0012Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0
03E7Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト
RFID システム
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■ 形V680-D□KF6□/形V680S-D□KF6□の場合

 ラ イ ト プロテ ク ト 設定方法

RFタグのア ド レス0002Hex～0005Hexの4バイ ト がラ イ ト プロテ ク ト 設定領域です。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能の有効 ・ 無効は、 ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

･ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト の設定

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する(有効)

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない(無効)

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ラ イ ト プロテ ク ト 設定可能エ リ ア

開始ア ド レス ： 0006Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0006Hex～FFFFHex

ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク

ト が有効と な り ます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0002Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7F)

0003Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FF)

0004Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FF)

0005Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FF)
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 7

 章
形

V
6
0
0
シ

リ
ー

ズ
互

換
モ

ー
ド

に
つ

い
て

第7章
付録
■ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定例

開始ア ド レス＜終了ア ド レスに設定し た場合

開始ア ド レスから終了ア ド レスまでの領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

開始ア ド レス＝終了ア ド レスに設定し た場合

設定し たア ド レス1バイ ト のみの領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

終了ア ド レス＞RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合

開始ア ド レスから、 RFタグの最終ア ド レスまでの領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り

ます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0003Hex
0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0004Hex
0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0005Hex
0 0 1 0 0 0 0 0

2 0 7FE7Hex

0120Hex

0015Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0003Hex
0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0004Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0005Hex
0 0 1 0 0 0 0 1

2 1 7FE7Hex

0021Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex
1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0003Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0004Hex
1 1 1 1 1 1 1 1

F F

0005Hex
1 1 1 1 1 1 1 1

F F 7FE7Hex

0300Hex

0000Hex

ラ イ ト プロテ ク ト
RFID システム
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開始ア ド レス＞終了ア ド レスに設定し た場合

開始ア ド レスから RF タ グの最終ア ド レスまでの領域と、 0006Hex～終了ア ド レスまでの領域がラ イ ト

プロテ ク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り

ます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex
1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0003Hex
0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0004Hex
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0005Hex
0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

終了ア ド レス

開始ア ド レス

7FE7Hex

0120Hex

0015Hex

0006Hex

ラ イ ト プロテ ク ト 領域

ラ イ ト プロテ ク ト 領域

0000Hex
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議)

規格(IEC60529 ： 2001)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0
保護な し

1

直径50mm以上の固形物体(手など)が内部に侵入し ない。

2
直径12.5mm以上の固形物体が内部に侵入し ない。

直径12mmの指などの物体が80mm侵入し ても、 危険部位には達し ない。

3

直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4

直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5

機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な うほどの量の粉塵が内部に侵入し ない。

6

粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ って有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ って有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間(各方

向25分間)散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ って有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 233
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■ 耐油性に関する社内規格

4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っても有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ っても有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し ても水が浸入し ない。

水深1m(機器の高さが

850mmよ り低い場合)に30

分間没する。

8※ 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカーと機器の使用者

間の取り決めによる。

※ 当社試験方法

使用条件 ： 水中下10m以内の自然状態

(1) 2気圧の水中に1時間浸し、 水の浸入がないこ と

(2) 5℃の冷水に30分⇔85℃の温水に30分のヒー ト シ ョ ッ クサイ クルを100回繰り返し、 交信性能に異常がないこ と

保護構造仕様 IPX9Kについて

IPX9Kは、 ド イ ツ規格 DIN 40050 PART9 で定められた、 高温 ・ 高圧水に対する保護規定です。

80℃の湯を、 指定の形状のノ ズルから80～100BARの水圧で、 供試体に放水し ます。

水量は、 14～16リ ッ ト ル/分です。

供試体と ノ ズルの間隔は10～15cm、 放水の方位は 水平方向に0、 30度、 60度、 90度であ り、 各方

位につき30秒ずつ供試体を水平面上で回転させながら、 実施し ます。

保護の程度

防油 いかなる方向からの油滴、 油沫によ って有害な影響を受けない。

耐油 いかなる方向からの油滴、 油沫も内部に侵入し ない。

注.当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。 （JIS C 0920:2003 付属書1）

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

各散水孔当り

放出部ノ ズル径:φ6.3

放出部ノ ズル径:φ12.5

90°
60°

30°

0°

10～15cm
RFID システム
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2008年3月 初版

A ② 2009年1月
形V680-D1KP53M、 形V680-D8KF67、 形V680-D8KF67M、 海外規格、 規格取得に関

する項目を追加、 その他軽微修正

B ① 2009年5月 形V680-D2KF67/-D2KF67Mの材質変更

B ③ 2010年12月 軽微修正

C ① 2011年9月
形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11/-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11に関す

る項目を追加、 その他軽微修正

D WEB版1 2012年11月 形V680-D1KP58HTNに関する項目を追加、 その他軽微修正

D WEB版2 2013年2月 軽微修正

E ① 2014年2月

形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D2KF68/-D2KF68Mに関する項目を追加、

形V680-D2KF67、 形V680-D2KF67Mに関する項目を削除

その他軽微修正

E WEB版1 2014年4月 形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D2KF68/-D2KF68Mの外形寸法図を変更

F ① 2014年5月
誤記修正

その他軽微修正

G ① 2014年10月
形V680S-D8KF67/-D8KF67M/-D8KF68/-D8KF68Mに関する項目を追加、

その他軽微修正

H ① 2018年5月 形V680-D1KP54Tに関する項目を追加、 その他軽微修正

J WEB版1 2018年11月 「ご承諾事項」 を改定、 その他軽微修正

K --- 2024年2月 形V680-D2KF52M/-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11の一般仕様欄の誤記修正

L --- 2025年11月 形V680-HS61に関する項目を追加
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